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犬山出身だった （24ページ）

国保の決算状況と医療費（6〜7ページ）

生き方が変わる！
新
加
入
の
３
ク
ラ
ブ
紹
介

　
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
と
い
う
３
大
方
針
を

掲
げ
る
犬
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
、
そ
こ

に
加
入
す
る
傘
下
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
昨

年
12
月
15
日
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

こ
の
活
動
に
刺
激
さ
れ
て
新
た
に
加
入
し
た
３

老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
そ
の
魅
力
を
探
っ
て

み
ま
し
た
。

　

た
だ
単
に
カ
ラ
オ
ケ
や
囲
碁
な
ど
を
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ
て
、

今
注
目
の
認
知
症
予
防
や
健
康
増
進
に
も
役
立

ち
、
さ
ら
に
美
化
活
動
や
町
内
見
回
り
な
ど
地

域
へ
の
貢
献
、
そ
し
て
最
大
の
目
的
で
あ
る
自

分
自
身
の
生
き
が
い
…
と
、
大
変
や
り
が
い
の

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
す
。

　

今
一
度
、
ま
だ
未
加
入
の
あ
な
た
、
生
き
が

い
対
策
に
老
人
ク
ラ
ブ
を
注
目
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
第
②
弾

赤 穂 浪 士 の
片岡源五右衛門

親睦旅行（八幡北和会）

太極拳で汗を流す（四季の丘シニアクラブ）



家具等転倒防止器具取付事業実施中 元気で笑顔いっぱい

「犬山市安心情報メール」の登録を！

なぜ家具等転倒防止器具の取付けをするのか。
　阪神・淡路大震災では、建物は大丈夫でも、家具が転倒し、家具の下敷きになり、ケガをし
た被害が多数でました。また、倒れた家具により、部屋の出入り口や廊下がふさがれ、避難す
ることが困難になるという事例もありました。
　これらの被害を軽減するため家具等に転倒を防止する器具を取り付けることが大変有効です。

 ▼事業内容

（ 1 ）取付けの対象となる部屋
居間、寝室など普段の生活でよく利用する部屋

（ 2 ）取り付ける家具数及び費用
1 世帯あたり 4 点までで、費用は無料です。

（ 3 ）申請期間
平成27年 4 月 1 日（水）から平成28年 2 月 8 日（月）まで
※平成28年 3 月31日までに調査及び施工が完了できること。

（ 4 ）申請書提出先
防災安全課、長寿社会課、福祉課、各出張所にて申請してください。
※持ち物：印鑑（朱肉を使うもの）
※申請書は上記の提出先にあります。また、市のホームページからもダウンロードできます。

 ▼事業の対象になる世帯

災害時要援護者支援制度に登録されている災害時要援護者がいる世帯
【災害時要援護者とは】
①65歳以上のひとり暮らしの人
②75歳以上で構成される世帯の人
③介護保険の要介護度 3 から 5 の認定者
④身体障害者手帳（ 1 級・ 2 級）を所持している人
⑤療育手帳（A判定）を所持している人
⑥精神障害者保健福祉手帳（ 1 級）を所持している人
⑦その他上記に準ずる人（難病患者を含む）
※災害時要援護者支援制度に登録されていない方は、事前にこの制度に登録していただく必要があります。

避難の際に必要となる気象警報や避難情報などを皆さんにメールでお知らせします。
※約 1 万 2 千人の方々に登録していただいています。
【登録方法】
① QRコードをカメラ付き携帯電話で読み取るか、下記メールアドレスを直接入力して空メールを送信して

ください。

②折り返し登録案内のメールが返信されてきますので、案内に従って登録してください。

問合せ先　防災安全課　防災担当（☎44・0346）

【QRコード】
【空メールアドレス】
t-inuyama-anshin＠sg-m.jp

　

新
し
く
市
老
連
に
加
入
し
た
の

は
、上
野
新
町
寿
会（
犬
山
支
部
）、

八
幡
北
和
会
（
羽
黒
・
池
野
支

部
）、
四
季
の
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

（
城
東
支
部
）
の
３
つ
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
会
長
か
ら
、
苦
労
話
や

加
入
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

聞
き
ま
し
た
。

　

上
野
新
町
寿
会

　
　
　

丹
羽
勝
会
長

　

会
員
は
37
人
で
す
。
社
会
奉
仕

の
一
環
と
し
て
上
野
南
公
園
の
草

取
り
、
側
溝
の
清
掃
な
ど
を
「
清

掃
活
動
の
日
」
と
決
め
、
毎
月
第

1
土
曜
日
に
実
施
。

　

毎
月
１
日
と
15
日
を
「
散
歩
の

日
」
と
決
め
、
朝
８
時
か
ら
木
曽

川
犬
山
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
側
道

な
ど
を
歩
い
て
い
ま
す
。
10
月
は

カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
き
、
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
声
で
、
新
曲
や
ナ

ツ
メ
ロ
を
歌
い
、
あ
っ
と
い
う
間

に
楽
し
い
２
時
間
が
過
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
近
郊
の
日
帰
り
旅
行
も
楽

し
み
、
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
た
活

動
や
趣
味
を
活
か
し
た
取
り
組
み

の
結
果
、
新
し
い
会
員
も
増
え
ま

し
た
。

　

八
幡
北
和
会

　
　
　

杉
本
安
久
会
長

　

会
員
は
38
人
で
す
。
最
初
は
個

人
宅
や
小
弓
の
庄
を
借
り
て
お
茶

会
と
折
り
紙
教
室
を
毎
月
の
例
会

と
し
て
開
い
て
い
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。

　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
で

開
い
て
い
る
介
護
予
防
事
業
「
木

曜
サ
ロ
ン
」（
ら
く
ら
く
体
操
や

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
）
や
親
睦

行
事
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
遠
く
に
出

か
け
た
い
と
か
、
も
う
少
し
楽
し

い
こ
と
を
し
た
い
、
と
い
う
思
い

か
ら
市
老
連
に
加
入
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
元
気
さ
と
笑
顔
は

負
け
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

四
季
の
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　

前
野
利
枝
子
会
長

　

会
員
は
28
人
で
す
。
３
月
に
市

老
連
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
、

バ
ス
旅
行
の
ほ
か
、
サ
ー
ク
ル
活

動
と
し
て
第
１
水
曜
日
に
太
極

拳
、
第
２
水
曜
日
に
カ
ラ
オ
ケ
同

好
会
を
実
施
し
、
座
談
会
も
楽
し

ん
で
開
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
生

き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
は
昨
年
12
月
15
日
号
の

よ
う
に
、
高
齢
者
が
健
康
で
長
寿

の
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
企
画
し
、
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

運
動
部
門
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
部
、
ク
ロ
リ
テ
ィ
―
部
。

文
化
部
門
で
は
、
園
芸
、
民
謡
、

囲
碁
、カ
ラ
オ
ケ
、写
真
、陶
芸
、

芸
能
の
各
部
が
あ
り
ま
す
。

　

教
養
講
座
で
は
、
文
化
部
門
の

発
表
・
作
品
展
示
会
を
毎
年
、
開

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
新
規
に
マ
ー
ジ
ャ
ン

部
と
ゴ
ル
フ
部
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
と
メ
タ
ボ
の
予
防
に

最
適
で
す
。

　

芸
能
部
門
で
は
日
舞
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
歌
な
ど
で
老
人
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
部

で
は
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
ス

ト
レ
ス
解
消
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
部
は
初
心
者
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
部
は

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
ま
す
。

　

文
芸
部
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

老
連
の
会
報
に「
文
芸
の
ひ
ろ
ば
」

が
あ
り
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を

応
募
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

結
成
、
市
老
連
へ
の
入
会
な
ど
は

事
務
局（
62
・
２
5
0
８
）ま
で
。

　
　
市
老
連
へ
の

入
会
待
っ
て
ま
す
　
　

新加入の3団体

日帰り旅行（上野新町寿会）

市老連のスポーツ大会
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犬山市における人事行政の運営等の状況について
１　職員の任免及び職員数に関する状況
　　（1）職員の採用・退職の状況（平成26年4月1日～平成27年4月1日）

　　（3） 臨時職員等の雇用の状況（平成27年4月1日現在）

平成26年4月1日現在 退職者数 採用者数 平成27年4月1日現在
548人 32人 25人 541人

再任用短時間 嘱託員 臨時的任用職員 パート職員
46人 22人 96人 457人

（2）部門別職員の状況と増減数 （各年4月1日）

部      門
職   員   数

増減数
平成26年 平成27年

一般行政部門 368人 359人 △ 9人
特別行政部門（教育・消防） 132人 134人 2人

公営企業等部門（上下水道等） 48人 48人 0人
計 548人 541人 △ 7人

　市では、人事行政運営の公正性、透明性を高めることを目的とした「犬山市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例」を制定しており、今回この条例に基づき平成26年度の状況を公表します。
　なお、職員の給与に関する詳細、定員管理関係については全国統一様式により3月に市ホームページで公表します。
▼問合せ先 総務課（☎44・0302）

（平成27年4月1日現在）

区　分
育　　児　　休　　業 介 護 休 暇

平成26年度に新たに取得可能となった職員 前年度から継続して
取得している職員

平成26年度
取得職員対象職員 取得職員

男性職員 24人 0人 0人 0人
女性職員 11人 11人 13人 0人

3　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　　（1） 勤務時間の状況
　　　・勤務時間　午前8時30分～午後5時15分
　　　　（1日7時間45分、週38時間45分）
　　　・休憩時間　午後0時00分～午後1時00分（60分間）
　　　・交代勤務　週38時間45分で勤務を割振り（消防署など）

（2）休暇等の概要
　　・年次休暇　平成26年度平均取得日数:  6.9日
　　・病気休暇　職員が負傷又は疾病のため療養する必要最小限度の期

間（最大:90日間）
　　・特別休暇　公民権の行使、骨髄提供、ボランティア活動、結婚、

産前産後、出産介助、家族・子どもの介護、忌引、父
母の祭日、長期勤続リフレッシュの各休暇　　　（3） 育児休業及び介護休暇の取得状況

　　　・育児休業　子どもが3歳に達するまでの間、養育するために取得
　　　・介護休暇　同居する配偶者や親族を2週間以上にわたり介護するために取得
　　　※いずれの休業もその期間中は無給

4　職員の分限及び懲戒処分の状況
　　（1） 分限処分
　　　　　分限処分は、公務能率の維持を目的として、職員

本人の意に反してその身分に不利益な変動をもたら
す処分です。

区　分　　　　　　　　　　　　分限の種類 免職 休職 降任 降給
勤務実績が良くない場合 0 0 0 0

心身の故障 0 8 0 0
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

 分限処分（平成26年度新規）

　　（2） 懲戒処分
　　　　　懲戒処分は、公務員としてふさわしくない非行が

あった場合に公務員関係の秩序を維持するため、職
員の道義的責任を追及して行う処分です。

区　分　　　　　　　　　　　　懲戒の種類 免職 停職 減給 戒告
給与・任用に関する不正 0 0 0 0

一般服務違反関係 0 0 0 0
一般非行関係 0 0 0 0
収賄等関係 0 0 0 0

道路交通法違反 0 0 0 0
監督責任 0 0 0 0

 懲戒処分（平成26年度新規）

区　　　　分 申請件数 許可件数
会社等の役員の地位を兼ねる場合 0件 0件
自ら営利を目的とする私企業を営む場合 0件 0件
報酬を得て、事業または事務に従事した場合 12件 12件

５　職員の服務の状況
　職員は営利企業に従事することは制限されています。ただし、公務の遂行に悪影響を及ぼさないものについては、任命権者の許可を受
けて従事することができます。

営利企業等従事許可の状況（平成26年度）

6　職員の研修の状況
平成26年度犬山市職員研修計画に基づく研修実績

区　　　　分 主　な　研　修　内　容 受講職員数

愛知県市町村振興協会研修センター
一般研修 階層別研修（部長、課長、課長補佐） 15人
専門研修 地方税研修、民法研修、プレゼンテーション研修等 51人

尾張五市二町研修協議会
一般研修 階層別研修（係長以下） 64人
専門研修 接遇研修、法制執務研修 10人

公的機関派遣研修 市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所、自
治大学校等 29人

その他派遣研修 民間企業等派遣研修、不当要求防止責任者講習会、愛知
県実務研修等 32人

市自主研修
新規採用予定者研修、先進地視察研修、メンタルヘルス
研修、若手職員研修、人事評価制度研修、福祉体験研修、
協働のまちづくり研修、管理職対象部下育成研修等

485人

区　分
発　生　件　数

傷　病 死　亡
公務災害 6件 0件
通勤災害 1件 0件

7　職員の福祉及び利益の保護の状況
　　（1） 職員の健康管理等に関する状況（平成26年度）

区　分 受診職員数
定期健康診断 238人
人間ドック 340人

臨時職員等の健康診断受診者数
411人

（2） 共済制度等の状況     
　　　・共済制度
　　　　　　　　　加入組織:愛知県市町村職員共済組合
　　　　　　　　　目　　的:職員の福祉向上と生活の安定
　　　　　　　　　制　　度:短期給付（健康保険制度）・
　　　　　　　　　　　　　 長期給付（年金制度）
　　　・互助会制度
　　　　　　　　　組織名称:犬山市職員互助会
　　　　　　　　　目　　的:職員の福利厚生
　　　　　　　　　事業費  : 11,363,715円
　　　　　　　　　市補助金: 3,875,285円
　　　　　　　　　　　　　　（補助率:補助対象事業費の1/2）

　　（3） 公務災害等の発生状況（平成26年度）

年度当初係属件数 年度中申立て件数 年度中処理件数 年度末係属件数
0件 0件 0件 0件

年度当初係属件数 年度中申立て件数 年度中処理件数 年度末係属件数
0件 0件 0件 0件

8　公平委員会の業務の状況
　　（1） 勤務条件に関する措置の要求の状況
　　　　　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会

に対して市の当局により適切な措置がとられるべきことを要求
することができます。

　　　　　平成26年度の状況は次のとおりです。

　　（2） 不利益処分に関する不服申立ての状況
　　　　　職員は、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委

員会に不服の申立てをすることができます。
　　　　　平成26年度の状況は次のとおりです。

2　職員の給与の状況
　　（1）職員人件費の状況（平成26年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成26年度末） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費比率（B/A） （参考）平成25年度の

人件費比率
74,726人 22,950,972千円 1,207,562千円 4,227,382千円 18.4％ 17.2％

　　（2）職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在） （3）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 
区　　　分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 180,800円 194,700円

高校卒 146,500円 156,400円

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 39歳1月 312,500円 403,200円
技能労務職 53歳5月 303,200円 331,700円

代表的な職種 一般事務 保育士 調理員 学校事務員 学校非常勤講師
１時間当たりの賃金 900円 1,035円 1,075円 900円 2,000円

　　（5） 臨時職員等の賃金の状況　（平成27年4月1日現在）

　　（4） 職員手当の状況 （平成27年4月1日現在）

手当の種類 内           容

扶養手当 扶養親族1名につき…6,500円～13,000円。満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子1人につき加算…5,000円

地域手当 支給率…4%

住居手当 借家、借間…家賃額に応じて支給（限度額は月額27,000円）

通勤手当
①交通機関利用者…6ヶ月定期等の最も経済的な額（限度額は月額55,000円）
②交通用具利用者…距離に応じて4,300円～19,500円の範囲内の額
（通勤距離が片道2Km未満の職員については支給対象外）

特殊勤務手当 著しく危険、不快、不健康、困難その他特殊な勤務についた時に支給…1日若しくは1回当たり150円から2,000円

期末勤勉手当

（平成26年度実績）
　　期末手当
　　勤勉手当

　　6月期
1.225（ 0.65）月分
0.675（0.325）月分

　　12月期
1.375（ 0.8）月分

0.825（0.375）月分

　　　計
2.6（1.45）月分
1.5（ 0.7）月分

　　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有
　　※（　）内は、再任用短時間勤務職員の支給率

退職手当
（支給率）
　　自己都合
　　定　年

勤続20年
20.445月分

25.55625月分

勤続25年
29.145月分

34.5825月分

勤続35年
41.325月分
49.59月分

最高限度額
49.59月分
49.59月分

管理職手当 部長級…82,200円 課長級…66,400円　課長補佐級…51,900円
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県支出金
3億6,000万円

4.3％

退職者制度の交付金
3億円
3.6％

介護納付金
4億円
5.4％

高額な医療費のための
共同事業拠出金
7億2千万円
9.7％

後期高齢者医療制度の
ための支援金
10億3,000万円

13.9％

保険給付費
51億円　68.8％

高額な医療費のための
共同事業交付金
6億2,000万円

7.4％

その他の収入
6,000万円
0.7％

その他の支出
1億6,000万円
2.2％

一般会計からの
繰入金

5億3千万円
6.3％

前年度繰越金
 9億7,000万円
11.6％

収入合計 83億6千万円

支出合計 74億1千万円

国庫支出金
13億2,000万円

15.8％

国民健康保険税
17億2,000万円

20.6％

前期高齢者のための交付金
24億8,000万円

29.7％

国　保
だより 昨年度の国民健康保険 決算状況と医療費の動向

　平成26年度の犬山市国民健康保険特別会計の決算状況について報告します。
　収入では、加入者の皆さんが納めた国民健康保険税（国保税）が、約17億 2 千万円（収入の20.6％）。前
期高齢者（65〜74歳）の医療給付などに対する交付金(前期高齢者交付金)が約24億 8 千万（収入の
29.7％）。社会保険から支払われる退職者制度の交付金や国、県からの補助金などの合計が、約19億 8 千万
円（収入の23.7％）。また、一般会計からの繰入金は約 5 億 3 千万円（収入の6.3％）でした。
　支出では、加入者の皆さんが使った医療費への支払額など（保険給付費）が約51億円、後期高齢者支援
金（後期高齢者医療制度運営のための保険者としての拠出金）が約10億 3 千万円で、高額医療費共同事業
拠出金約 7 億 2 千万円と合わせて医療費に伴う支払額が支出全体の92.4％を占めています。
　平成27年度から低所得者軽減の算定方法が変更され｢ 7 割軽減、5 割軽減、2 割軽減｣のうち、｢ 5 割軽減、
2 割軽減｣ の拡大を行いました。また、平成26年度の国民健康保険運営協議会の税率改定についての答申
に基づき、平成27年度から保険税の負担限度額を引上げ、年税額の上限を医療保険分は51万円、後期高齢
者支援分を14万円、介護保険分を12万円とし、合計77万円としました。
　その結果、収入の基礎となる保険税収入は、前年度比で-3.6％、約 6 千400万円の減収となりました。また、
前期高齢者交付金が前年度より約 2 億 4 千400万円減額されました。
　歳出は、その約 7 割を占める保険給付費が、前年度比で-2.1％、約 1 億700万円の減額となり、その他の
支出も軒並み減額しましたが、歳入が減収となったため、平成26年度の単年度収支は約 1 千600万円の赤字
となりました。

　市では、医療費の負担軽減のために、ジェネリック医薬品の使用の検討をお願いしています。
ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、新薬の特許期間終了後に、新薬と同じ成分を使って
製造されるもので、効き目や安全性は確認されており、新薬に比べて一般的に低価格です。
　市では、ジェネリック医薬品の利用を希望する意思を医療機関等に伝えるため、「希望シール」を作成し
ました。健康保険証の余白に貼り付けてご利用ください。シールは市役所保険年金課、市内各出張所で無
料配布しています。

　今年 5 月診療分のデータ分析によると、受診件数では、循環器系の疾患が17.7％を占めて 1 位。糖尿病
などの内分泌系の疾患が17.1％、眼及び付属器の疾患が続きます。
　かかった費用で分類すると、 1 位は循環器系の疾患で17.7％、 2 位は内分泌系の疾患で11.7％、 3 位は
精神、行動障害で11.2％でした。

○問合せ先　保険年金課国民健康保険担当（☎44・0327）

　昨年度の国保の医療費総額（皆さんが医療機関で支払った金額と、国民健康保険から支払った金額の合計）
は、約62億 2 千万円。
　これを被保険者一人当たりに換算すると、犬山市では323,625円でした。愛知県下市平均の301,834円と比
較すると、約 2 万円上回っています。

【国保財政の状況】 【ジェネリック医薬品】

【犬山市の国保加入者に多い病気】（受診件数、費用額とも平成27年5月1か月分）

【昨年度の医療費の状況】

疾病分類別の受診件数 疾病分類別の費用額
循環器系の疾患

2,391件
(17.7%)

循環器系の疾患
75,281千円

(17.7%)

内分泌系の疾患
49,858千円

(11.7%)

精神、行動障害
47,627千円

(11.2%)
呼吸器系の疾患
32,553千円

(7.7%)

その他の疾病
134,652千円

(31.7%)

新生物（がん）
45,511千円 (10.7%)

筋骨格系の疾患
39,736千円 (9.3%)

内分泌系の疾患
2,299件
(17.1%)

筋骨格系の疾患
1,177件 (8.7%)

消化器系の疾患
790件
(5.9%)

その他の疾病
4,050件
(30.1%)

眼及び付属器の疾患
1,580件 (11.7%)

呼吸器系の疾患
1,186件 (8.8%)

13,473
件

425,218
千円

ジェネリック医薬品を
希望します

78 広報いぬやま　H27・12・15号 広報いぬやま　H27・12・15号



S

　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
2
F

K

　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
3
F

※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です 910 広報いぬやま　H27・12・15号 広報いぬやま　H27・12・15号



参
加
者
募
集

▼
と
　
き
　
平
成
28
年
１
月
17
日
㊐
午
前
８
時
45
分

▼
と
こ
ろ
　
モ
ン
デ
ウ
ス
飛
騨
位
山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

▼
対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
・
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に

　
　
　
　
　
所
属
す
る
人

▼
部
　
門
　
男
子
の
部
（
60
歳
以
上
・
50
歳
以
上
・
40
歳
以
上
・
40
歳

　
　
　
　
　
未
満
）・
女
子
の
部
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部(
小
学
生
・
中
学
生)

・

　
　
　
　
　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部(

男
女)

　

▼
参
加
料
　
１
人
　
１
，
０
０
０
円
（
ジ
ュ
ニ
ア
は
無
料
）

▼
申
込
み
　
１
月
４
日
㊊
～
14
日
㊍

　
　
　
　
　
犬
山
市
体
育
協
会
事
務
局
ま
で(

電
話
可)

▼
そ
の
他
　
ポ
ー
ル
レ
ッ
ス
ン
を
１
月
10
日
㊐
・
24
日
㊐
・
２
月
14
日
㊐

　
　
　
　
　
ア
ル
コ
ピ
ア
他
で
開
催

　
　
　
　
　
希
望
者
は
１
月
７
日
㊍
正
午
ま
で
に
犬
山
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　※
 

本
大
会
は
四
市
交
歓
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
の
予
選
を
兼
ね
ま
す
。

◆
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　
　「市
民
ス
キ
ー
大
会
」

平成 27年度　市民大会結果

〈バドミントン〉
9月13日        犬山市体育館

一般男子　　米村一広・長尾福祝
一般女子  　 大藪和子・福地早苗
〈射　撃〉
7月26日　     関国際射撃場

トラップ　　 久郷大完
〈弓  道〉
9月20日        犬山市弓道場

一般男子　　永柄直義     一般女子　  杉浦裕季
学生男子　　馬場拓巳     学生女子　  星澤友香
  <卓  球〉
9月27日        犬山市体育館

一般男子　　　  小嶋悠太
ベテラン男子　   入尾範之　　
一般女子　　　  小島なつ子
中学２年生男子   外山尚直
中学１年生男子   片桐広人
中学２年生女子   水野朱菜
中学１年生女子   小川紗彩

◆
愛
知
ス
ポ
レ
ク
西
尾
張
地
区
大
会

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
３
チ
ー
ム
と
も
県
大
会
出
場(

天
候
不
良
に
よ
り

　
開
催
で
き
ず
抽
選
）

▼
弓
道

　 

優
勝  

男
子
Ａ
・
女
子
Ｄ (

県
大
会
出
場)

　 

２
位  

女
子
Ｃ  

    

予
選
惜
敗
　
男
子
Ｂ

▼
壮
年
サ
ッ
カ
ー

    

予
選
惜
敗

▼
卓
球
　

    

優
勝  (

県
大
会
出
場)

▼
年
齢
別
テ
ニ
ス

    

予
選
惜
敗
　

▼
軟
式
野
球

    

予
選
惜
敗

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

    

優
勝  (

県
大
会
出
場)

▼
年
齢
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　 

予
選
惜
敗 大 

会 

結 

果

▼
と
　
き
　
平
成
27
年
11
月
８
日
㊐

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
市
体
育
館

▼
参
加
者
　
１
８
６
名

▼
結
　
果

ベ
テ
ラ
ン
の
部

　
優   

勝 

杉
寿
子
・
細
川
高
幸 

　
準
優
勝 

糸
魚
川
広
子
・
中
川
良
明 

   

第
３
位 

小
川
利
江
・
入
尾
範
之

　
第
３
位 

大
槻
恵
美
子
・
山
下
正 

　
　
　
　

青
年
の
部

   

優   

勝 

北
本
幸
恵
・
伊
藤
俊
輔
　

   

準
優
勝 

川
瀬
美
香
・
平
賢
治
　

   

第
３
位 

小
久
保
澄
江
・
落
合
章
夫

　
第
３
位 

杉
知
春
・
米
田
亮

　
　
　
　   

　
犬
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
江
口
み
さ
子
さ
ん
が
、
８
月

７
日
～
10
日
に
宮
城
県
仙
台
市
の
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
ス
ー
パ
ー

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
で
審
判
を
務
め
ま
し
た
。

　
江
口
さ
ん
は
、
審
判
の
勉
強
を
始
め
て
10
年
以
上
に
な
り

ま
す
。
そ
の
審
判
の
正
確
さ
と
判
断
力
が
評
価
さ
れ
、
愛
知
県
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
か
ら
愛
知
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
主
審
を
し
た
時
は
、
「
緊
張
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
常
に
平
常
心
を
心
が
け
冷

静
に
笛
を
吹
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
審
判
を
行
う
時
に
心
が
け
る
こ
と
は
、
「
試
合
で
は
毎
回
同
じ
こ
と
は
お
き
な
い
。
ゲ
ー

ム
を
正
し
く
判
断
し
て
、
選
手
が
気
持
ち
よ
く
試
合
が
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
」
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
江
口
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
全
国
大
会
の
審
判
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　

【
問
合
せ
先
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
犬
山
市
体
育
協
会
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
61
）
０
５
４
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
61
）
８
８
５
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　E
m

a
il  o

ffic
e
@

in
u

y
a
m

a
-
ta

ik
y
o
u

.n
e
t

　
　

　
11
月
３
日
㊗
、
す
っ
き
り
と
晴
れ
た
秋
空
の
も
と
、
関
ヶ

原
の
合
戦
に
参
戦
し
た
武
将
た
ち
の
陣
地
を
巡
る
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
４７
名
。

　
最
初
に
、
合
戦
の
様
子
を
一
望
で
き
る
松
尾
山
に
登
り

ま
し
た
。
登
山
道
は
、
東
海
自
然
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、

緩
や
か
な
勾
配
が
続
き
ま
し
た
。
山
頂
の
展
望
台
で
は
、

登
山
の
つ
ら
さ
も
忘
れ
る
絶
景
を
満
喫
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
田
園
風
景
の
広
が
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　
関
ヶ
原
の
合
戦
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
る
と
、
往
事
の
雰

囲
気
に
浸
れ
、
戦
国
武
将
の
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、

紅
葉
が
美
し
く
、
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
「
歴
女
」
た

ち
の
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
「
一
人
で
は
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
所
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歩
け
た
の
で
と
て
も
よ
か
っ
た
」
「
山
道
、
平

地
と
変
化
が
あ
り
、
陣
跡
め
ぐ
り
、
自
然
を
満
喫
し
４
０

０
年
前
を
た
ど
る
勇
壮
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
し

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
一
同
大
満
足
し
て
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

指導者育成事業『ソフトテニス教室』開催

　
10
月
31
日
㊏
に
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
所
属
の
神
谷

絵
梨
奈
選
手
・
大
井
樹
来
選
手
を
招
い
て
、

山
ノ
田
公
園
テ
ニ
ス
場
で
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
中
学
生
、

部
活
指
導
者
、
市
民
２
２
６
名
で
し
た
。

　
開
会
式
で
、
犬
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
多
和

田
会
長
が
「
選
手
の
よ
い
点
を
今
後
の
プ
レ
ー

に
取
り
入
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　
最
初
に
、
靴
紐
を
し
っ
か
り
結
び
な
お
す
よ
う
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

練
習
す
る
時
に
一
番
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ケ
ガ
の
予
防
」
に
必
要
な

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
ス
ト
レ
ッ
チ
で
身
体
を
な
ら
し
、
フ
ォ
ア
・
サ
ー
ブ
・
バ
ッ
ク
・

ボ
レ
ー
の
基
本
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
神
谷
選
手
か
ら
「
集
中
し
て
い
な
い
。
指
導
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
自
分
で
考

え
て
実
行
で
き
て
い
る
の
か
」
と
、
厳
し
い
指
摘
を
受
け
た
時
に
は
、
生
徒
た
ち

の
取
り
組
む
姿
勢
が
見
違
え
る
ほ
ど
真
剣
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
神
谷
・
大
井
選
手
組
と
指
導
者
や
代
表
選
手
組
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ス
の

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
神
谷
選
手
の
鋭
い
ボ
レ
ー
や
大
井
選
手
の
深
い
ロ
ブ
、
正

確
に
コ
ー
ナ
ー
を
つ
い
て
く
る
ス
ト
ロ
ー
ク
に
「
す
ご
い
」
と
目
を
見
張
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
生
組
が
得
点
す
る
と
大
歓
声
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

YONEX の現役プレーヤーから基本の指導を受ける！

　
『
一
つ
一
つ
の
動
作
を
意
識
し
て

練
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最

初
か
ら
上
手
な
選
手
は
い
ま
せ
ん
。

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
大
げ
さ

な
く
ら
い
や
っ
て
み
て
、
失
敗
し

た
ら
別
の
方
法
を
試
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

で
身
に
つ
い
て
い
く
の
で
す
』

　
『
ボ
レ
ー
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
あ
げ

た
状
態
で
、
ボ
ー
ル
を
手
で
キ
ャ
ッ

チ
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
練
習
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
』

　
『
基
本
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
て
、
初

め
て
試
合
に
勝
て
ま
す
。
パ
ワ
ー
ポ
ジ

シ
ョ
ン
（
待
球
姿
勢
）
が
と
れ
て
い
る

こ
と
。
ラ
ケ
ッ
ト
１
本
分
の
ス
タ
ン
ス

を
と
り
、
重
心
は
母
指
球
（
足
の
親
指

の
付
根
）
に
乗
せ
た
状
態
で
肩
の
力
を

抜
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
は
両
手
で
持
っ
て
、

グ
リ
ッ
プ
エ
ン
ド
を
お
へ
そ
に
持
っ
て

い
く
姿
勢
が
で
き
て
い
て
こ
そ
、
ス
ム
ー

ズ
に
テ
イ
ク
バ
ッ
ク
し
て
打
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
』

　
『
プ
レ
ー
す
べ
て
で
、
左
手
を
意
識

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
』

前衛

神谷選手

後衛

大井選手

　
10
月
25
日
㊐
犬
山
山
岳
会
主
催
の
秋
季
市
民
登
山
「
茅
ヶ
岳
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

登
山
コ
ー
ス
は
、
深
田
記
念
公
園
登
山
口
か
ら
谷
（
女
沢
）
沿
い
に
女
岩
ま
で
行
き
、

深
田
久
弥
終
焉
の
地
碑
を
見
て
、
山
頂
へ
登
り
ま
す
。
そ
し
て
、
山
頂
か
ら
深
田
記
念

公
園
登
山
口
に
戻
る
周
回
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　
登
り
は
、
女
岩
か
ら
上
は
傾
斜
が
急
に
な
り
、
岩
場
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
も

負
け
ず
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
頑
張
っ
て
、
岩
場
歩
き
を
楽
し
め
た
よ

う
で
し
た
。

　
山
頂
で
は
、
当
初
予
想
さ
れ
た
風
も
な
く
穏
や
か
な
快
晴
で
し
た
。
欲
し
い
ま
ま
の

３
６
０
度
の
展
望
を
楽
し
み
な
が
ら
の
昼
食
。
富
士
山
の
眺
め
の
素
晴
ら
し
さ
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
下
り
の
尾
根
登
山
道
に
は
、
落
ち
葉
が
根
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
下
の
小
石
、

木
の
根
っ
こ
に
足
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
山
を
し
ま
し
た
。
期
待
の
紅
葉

は
既
に
過
ぎ
て
お
り
、
木
々
は
枯
れ
色
で
し
た
が
、
そ
れ
に
も
勝
る
天
気
と
展
望
で
参
加
者
全
員
が
笑
顔
に
な

れ
ま
し
た
。

参
加
者
募
集

▼
と
　
き
　
平
成
28
年
１
月
17
日
㊐
午
前
８
時
45
分

▼
と
こ
ろ
　
モ
ン
デ
ウ
ス
飛
騨
位
山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

▼
対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
・
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に

　
　
　
　
　
所
属
す
る
人

▼
部
　
門
　
男
子
の
部
（
60
歳
以
上
・
50
歳
以
上
・
40
歳
以
上
・
40
歳

　
　
　
　
　
未
満
）・
女
子
の
部
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部(

小
学
生
・
中
学
生)
・

　
　
　
　
　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部(

男
女)

　

▼
参
加
料
　
１
人
　
１
，
０
０
０
円
（
ジ
ュ
ニ
ア
は
無
料
）

▼
申
込
み
　
１
月
４
日
㊊
～
14
日
㊍

　
　
　
　
　
犬
山
市
体
育
協
会
事
務
局
ま
で(

電
話
可)

▼
そ
の
他
　
ポ
ー
ル
レ
ッ
ス
ン
を
１
月
10
日
㊐
・
24
日
㊐
・
２
月
14
日
㊐

　
　
　
　
　
ア
ル
コ
ピ
ア
他
で
開
催

　
　
　
　
　
希
望
者
は
１
月
７
日
㊍
正
午
ま
で
に
犬
山
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　※
 

本
大
会
は
四
市
交
歓
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
の
予
選
を
兼
ね
ま
す
。

◆
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　
　「市
民
ス
キ
ー
大
会
」

平成 27年度　市民大会結果

〈バドミントン〉
9月13日        犬山市体育館

一般男子　　米村一広・長尾福祝
一般女子  　 大藪和子・福地早苗
〈射　撃〉
7月26日　     関国際射撃場

トラップ　　 久郷大完
〈弓  道〉
9月20日        犬山市弓道場

一般男子　　永柄直義     一般女子　  杉浦裕季
学生男子　　馬場拓巳     学生女子　  星澤友香
  <卓  球〉
9月27日        犬山市体育館

一般男子　　　  小嶋悠太
ベテラン男子　   入尾範之　　
一般女子　　　  小島なつ子
中学２年生男子   外山尚直
中学１年生男子   片桐広人
中学２年生女子   水野朱菜
中学１年生女子   小川紗彩

◆
愛
知
ス
ポ
レ
ク
西
尾
張
地
区
大
会

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
３
チ
ー
ム
と
も
県
大
会
出
場(

天
候
不
良
に
よ
り

　
開
催
で
き
ず
抽
選
）

▼
弓
道

　 

優
勝  

男
子
Ａ
・
女
子
Ｄ (

県
大
会
出
場)

　 

２
位  

女
子
Ｃ  

    

予
選
惜
敗
　
男
子
Ｂ

▼
壮
年
サ
ッ
カ
ー

    

予
選
惜
敗

▼
卓
球
　

    

優
勝  (

県
大
会
出
場)

▼
年
齢
別
テ
ニ
ス

    

予
選
惜
敗
　

▼
軟
式
野
球

    

予
選
惜
敗

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

    

優
勝  (

県
大
会
出
場)

▼
年
齢
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　 

予
選
惜
敗 大 

会 

結 

果

▼
と
　
き
　
平
成
27
年
11
月
８
日
㊐

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
市
体
育
館

▼
参
加
者
　
１
８
６
名

▼
結
　
果

ベ
テ
ラ
ン
の
部

　
優   

勝 

杉
寿
子
・
細
川
高
幸 

　
準
優
勝 

糸
魚
川
広
子
・
中
川
良
明 

   

第
３
位 

小
川
利
江
・
入
尾
範
之

　
第
３
位 

大
槻
恵
美
子
・
山
下
正 

　
　
　
　

青
年
の
部

   

優   

勝 

北
本
幸
恵
・
伊
藤
俊
輔
　

   

準
優
勝 

川
瀬
美
香
・
平
賢
治
　

   

第
３
位 

小
久
保
澄
江
・
落
合
章
夫

　
第
３
位 

杉
知
春
・
米
田
亮

　
　
　
　   

　
犬
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
江
口
み
さ
子
さ
ん
が
、
８
月

７
日
～
10
日
に
宮
城
県
仙
台
市
の
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
ス
ー
パ
ー

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
で
審
判
を
務
め
ま
し
た
。

　
江
口
さ
ん
は
、
審
判
の
勉
強
を
始
め
て
10
年
以
上
に
な
り

ま
す
。
そ
の
審
判
の
正
確
さ
と
判
断
力
が
評
価
さ
れ
、
愛
知
県
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
か
ら
愛
知
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
主
審
を
し
た
時
は
、
「
緊
張
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
常
に
平
常
心
を
心
が
け
冷

静
に
笛
を
吹
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
審
判
を
行
う
時
に
心
が
け
る
こ
と
は
、
「
試
合
で
は
毎
回
同
じ
こ
と
は
お
き
な
い
。
ゲ
ー

ム
を
正
し
く
判
断
し
て
、
選
手
が
気
持
ち
よ
く
試
合
が
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
」
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
江
口
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
全
国
大
会
の
審
判
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　

【
問
合
せ
先
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
犬
山
市
体
育
協
会
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
61
）
０
５
４
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
61
）
８
８
５
５ 

　E
m

a
il  o

ffic
e
@

in
u

y
a
m

a
-
ta

ik
y
o
u

.n
e
t

　
　

　
11
月
３
日
㊗
、
す
っ
き
り
と
晴
れ
た
秋
空
の
も
と
、
関
ヶ

原
の
合
戦
に
参
戦
し
た
武
将
た
ち
の
陣
地
を
巡
る
コ
ー

ス
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
４７
名
。

　
最
初
に
、
合
戦
の
様
子
を
一
望
で
き
る
松
尾
山
に
登
り

ま
し
た
。
登
山
道
は
、
東
海
自
然
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、

緩
や
か
な
勾
配
が
続
き
ま
し
た
。
山
頂
の
展
望
台
で
は
、

登
山
の
つ
ら
さ
も
忘
れ
る
絶
景
を
満
喫
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
田
園
風
景
の
広
が
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　
関
ヶ
原
の
合
戦
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
る
と
、
往
事
の
雰

囲
気
に
浸
れ
、
戦
国
武
将
の
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、

紅
葉
が
美
し
く
、
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
「
歴
女
」
た

ち
の
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
「
一
人
で
は
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
所
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歩
け
た
の
で
と
て
も
よ
か
っ
た
」
「
山
道
、
平

地
と
変
化
が
あ
り
、
陣
跡
め
ぐ
り
、
自
然
を
満
喫
し
４
０

０
年
前
を
た
ど
る
勇
壮
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
し

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
一
同
大
満
足
し
て
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

指導者育成事業『ソフトテニス教室』開催

　
10
月
31
日
㊏
に
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
所
属
の
神
谷

絵
梨
奈
選
手
・
大
井
樹
来
選
手
を
招
い
て
、

山
ノ
田
公
園
テ
ニ
ス
場
で
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
中
学
生
、

部
活
指
導
者
、
市
民
２
２
６
名
で
し
た
。

　
開
会
式
で
、
犬
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
多
和

田
会
長
が
「
選
手
の
よ
い
点
を
今
後
の
プ
レ
ー

に
取
り
入
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　
最
初
に
、
靴
紐
を
し
っ
か
り
結
び
な
お
す
よ
う
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

練
習
す
る
時
に
一
番
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
ケ
ガ
の
予
防
」
に
必
要
な

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
ス
ト
レ
ッ
チ
で
身
体
を
な
ら
し
、
フ
ォ
ア
・
サ
ー
ブ
・
バ
ッ
ク
・

ボ
レ
ー
の
基
本
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
神
谷
選
手
か
ら
「
集
中
し
て
い
な
い
。
指
導
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
自
分
で
考

え
て
実
行
で
き
て
い
る
の
か
」
と
、
厳
し
い
指
摘
を
受
け
た
時
に
は
、
生
徒
た
ち

の
取
り
組
む
姿
勢
が
見
違
え
る
ほ
ど
真
剣
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
神
谷
・
大
井
選
手
組
と
指
導
者
や
代
表
選
手
組
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ス
の

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
神
谷
選
手
の
鋭
い
ボ
レ
ー
や
大
井
選
手
の
深
い
ロ
ブ
、
正

確
に
コ
ー
ナ
ー
を
つ
い
て
く
る
ス
ト
ロ
ー
ク
に
「
す
ご
い
」
と
目
を
見
張
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
生
組
が
得
点
す
る
と
大
歓
声
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

YONEX の現役プレーヤーから基本の指導を受ける！

　
『
一
つ
一
つ
の
動
作
を
意
識
し
て

練
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最

初
か
ら
上
手
な
選
手
は
い
ま
せ
ん
。

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
大
げ
さ

な
く
ら
い
や
っ
て
み
て
、
失
敗
し

た
ら
別
の
方
法
を
試
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

で
身
に
つ
い
て
い
く
の
で
す
』

　
『
ボ
レ
ー
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
あ
げ

た
状
態
で
、
ボ
ー
ル
を
手
で
キ
ャ
ッ

チ
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
練
習
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
』

　
『
基
本
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
て
、
初

め
て
試
合
に
勝
て
ま
す
。
パ
ワ
ー
ポ
ジ

シ
ョ
ン
（
待
球
姿
勢
）
が
と
れ
て
い
る

こ
と
。
ラ
ケ
ッ
ト
１
本
分
の
ス
タ
ン
ス

を
と
り
、
重
心
は
母
指
球
（
足
の
親
指

の
付
根
）
に
乗
せ
た
状
態
で
肩
の
力
を

抜
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
は
両
手
で
持
っ
て
、

グ
リ
ッ
プ
エ
ン
ド
を
お
へ
そ
に
持
っ
て

い
く
姿
勢
が
で
き
て
い
て
こ
そ
、
ス
ム
ー

ズ
に
テ
イ
ク
バ
ッ
ク
し
て
打
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
』

　
『
プ
レ
ー
す
べ
て
で
、
左
手
を
意
識

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
』

前衛

神谷選手

後衛

大井選手

　
10
月
25
日
㊐
犬
山
山
岳
会
主
催
の
秋
季
市
民
登
山
「
茅
ヶ
岳
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

登
山
コ
ー
ス
は
、
深
田
記
念
公
園
登
山
口
か
ら
谷
（
女
沢
）
沿
い
に
女
岩
ま
で
行
き
、

深
田
久
弥
終
焉
の
地
碑
を
見
て
、
山
頂
へ
登
り
ま
す
。
そ
し
て
、
山
頂
か
ら
深
田
記
念

公
園
登
山
口
に
戻
る
周
回
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　
登
り
は
、
女
岩
か
ら
上
は
傾
斜
が
急
に
な
り
、
岩
場
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
も

負
け
ず
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
頑
張
っ
て
、
岩
場
歩
き
を
楽
し
め
た
よ

う
で
し
た
。

　
山
頂
で
は
、
当
初
予
想
さ
れ
た
風
も
な
く
穏
や
か
な
快
晴
で
し
た
。
欲
し
い
ま
ま
の

３
６
０
度
の
展
望
を
楽
し
み
な
が
ら
の
昼
食
。
富
士
山
の
眺
め
の
素
晴
ら
し
さ
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
下
り
の
尾
根
登
山
道
に
は
、
落
ち
葉
が
根
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
下
の
小
石
、

木
の
根
っ
こ
に
足
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
山
を
し
ま
し
た
。
期
待
の
紅
葉

は
既
に
過
ぎ
て
お
り
、
木
々
は
枯
れ
色
で
し
た
が
、
そ
れ
に
も
勝
る
天
気
と
展
望
で
参
加
者
全
員
が
笑
顔
に
な

れ
ま
し
た
。

※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です 1112 広報いぬやま　H27・12・15号 広報いぬやま　H27・12・15号



お知らせINFORMATION

　昨年 9 月27日に発生した御嶽山噴火災害により、長野県木
曽郡王滝村の「おんたけ2240スキー場」は、昨シーズン中、
多大な影響を受けました。今シーズンについては入山規制区
域も緩和され、通常どおりの営業に向けて準備が進められて
います。
　こうした状況を受け、「おんたけ2240スキー場」では、日
頃「水」を介してつながりのある愛知用水受益関係市町在住
の皆さんに是非ともご来場いただきたく、中学生以下のお子
さんについて、今シーズン中、何度お越しいただいてもリフ
ト 1 日券を無料で発券します。
▼利用期間　12月営業初日から2015シーズン終了までの期間
▼対　　象　市内在住の中学生以下の子ども
▼利用方法　「おんたけ2240スキー場」チケット売り場で、
子どもを同伴される人の身分証（免許証・住所が確認できる
証明書）を提示してください。
▼問合せ先　おんたけ2240スキー場（☎0264・48・2240）

　犬山をはじめ、木曽川流域に伝わる「やろか水」の伝説。未曾有の災害
を今に伝える「入鹿切れ」の物語。それらの伝説・物語は、誰がどのよう
に伝え、そして今の私たちに何を語りかけてくれるのか。物語が伝わる土
地に住むものも交え、郷土に伝わる伝説をさまざまな視点から読み解いて
いきます。
▼と　き　 1 月31日㊐ 午前10時〜午後 3 時（受付開始　午前 9 時30分〜）
▼ところ　犬山国際観光センターフロイデ
▼内　容
　・第一部（午前10時〜11時50分）特別講演
　　特別講師　高木史人氏（名古屋経済大学）「（演題調整中）」
　・ 第二部（午後 1 時〜 3 時）
　　セッション 1 ＝講演
　　 講　師　赤塚次郎氏（NPO法人古代邇波の里・文化遺産ネットワーク）

「木曽川の洪水イベントと物語」
　　 セッション 2 ＝「やろか水」、「田中天神の森」、「入鹿切れ」の 3 本の

物語を、語り手による「語り」を交えながら紹介します。
　　 　また、同日会場では、犬山の文化遺産を紹介する写真展も開催します。

あわせてご覧ください。
▼定　員　先着200人　▼参加料　無料　▼申込み　不要
▼問合せ先　青塚古墳ガイダンス施設
　（☎68・2272　午前 9 時〜午後 5 時。月曜休館（祝日の場合は翌日））

中学生以下
おんたけ2240スキー場リフト １ 日券無料発券

妖怪やろか水 〜伝説が語るモノ〜

歴史座of犬山街プロジェクト

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
平
成
27
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功

労
者
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

手
話
サ
ー
ク
ル
「
か
ら
く
り
」

■
平
成
27
年
度
愛
知
県
戦
没
者
遺

族
大
会

▽
戦
没
者
遺
族
援
護
事
業
功
労
者

（
知
事
感
謝
状
）
＝
吉
川
文
子

▽
愛
知
県
戦
没
者
遺
族
大
会
会
長

表
彰
＝
長
谷
川
征
男

■
第
63
回
愛
知
県
社
会
福
祉
大
会

▽
愛
知
県
知
事
感
謝
状
（
民
生
委

員
・
児
童
委
員
）＝
森
川
小
夜
子
、

宮
﨑
美
枝
子
、
林
鎌
次
、
久
野
劍

治
、
斉
木
豐
龍
、
武
内
茂
明
、
平

井
君
江
、
落
合
惠
子
、
鈴
木
秀
章

（
そ
の
他
）
＝
犬
山
春
日
会
、
カ

モ
ミ
ー
ル
、
犬
山
体
操
同
好
会　

土
曜
会

■
平
成
27
年
度
愛
知
県
更
生
保
護

大
会

▽
法
務
大
臣
表
彰
＝
伊
籘
恭
平

▽
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰
（
保
護
司
）
＝
芹
澤
保　

夫▽
名
古
屋
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

（
内
助
功
労
）
＝
河
橋
悦
子

▽
愛
知
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表

彰
（
保
護
司
）
＝
五
島
茂
樹
、
深

見
公
子

▽
中
部
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟

会
長
表
彰
＝
今
枝
芳
子

▽
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
＝
日
比

野
綾
子
、
宇
野
ゆ
き

▽
愛
知
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会

長
表
彰
＝
米
山
陽
子
、
小
笠
原　

榮
子

催
　し

■
猪
之
子
座

　
旭
堂
南
海
の
上
方
講

談
を
た
っ
ぷ
り
！

　

各
地
の
民
話
・
伝
説
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
創
作
講
談
の
旭
堂

南
海
師
が
猪
之
子
座
初
登
場
。
1

席
は
犬
山
舞
台
の
地
元
講
談
、
も

う
1
席
は
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で

も
あ
る
真
田
幸
村
も
の
を
語
り
ま

す
！
仕
事
を
終
え
た
、
く
つ
ろ
ぎ

の
時
間
を
講
談
で
ご
ゆ
る
り
と
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
16
日
㊌
午
後
6
時

30
分
〜
（
午
後
6
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

木
之
下
城
伝
承
館
・

堀
部
邸　

▼
入
場
料　

1
，
5
0

0
円
（
当
日
券
の
み
）　

▼
問
合

せ
先　

N
P
O
法
人
古
代
邇
波
の

里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
☎
90
・
３
7
4
4
）

　

江
戸
か
ら
明
治
・
大
正
を
経
て

昭
和
と
時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
中

で
、
犬
山
も
犬
山
藩
か
ら
犬
山
町

そ
し
て
昭
和
29
年
に
現
在
の
犬
山

市
に
な
り
ま
し
た
。
人
々
の
生
活

も
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
本
展
で
は
『
昭
和
』
と

い
う
時
代
に
焦
点
を
当
て
、
当
時

の
写
真
や
戦
前
ま
で
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
養
蚕
に
関
す
る
道
具
な

ど
を
中
心
に
昭
和
初
期
か
ら
30
年

代
ま
で
の
資
料
を
用
い
て
、
当
時

の
人
々
の
生
活
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

12
月
16
日
㊌
〜
平

成
28
年
3
月
8
日
㊋
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
最
終
入
館
午
後
4
時

30
分
、
休
館
日
12
月
29
日
㊋
〜
31

日
㊍
）　

▼
入
場
料　

一
般
１
0

0
円（
中
学
生
以
下
無
料
）本
館
・

別
館
共
通　

▼
問
合
せ
先　

城
と

ま
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
市
文
化
史

料
館
）（
☎
／
F
A
X　

62
・
4

８
0
２
）

城
と
ま
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

冬
期
企
画
展

「『
昭
和
』の
犬
山
」

■
記
念
企
画
！
　
犬
山

　
市
民
日
本
モ
ン
キ
ー

パ
ー
ク
ご
招
待

　

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
開
園
55

周
年
と
サ
ル
年
を
記
念
し
て
犬
山

市
民
の
皆
さ
ん
を
日
本
モ
ン
キ
ー

パ
ー
ク
へ
ご
招
待
し
ま
す
！

　

招
待
期
間
中
は
園
内
の
遊
戯
機

を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開

催
。
ス
タ
ン
プ
55
個
を
集
め
て
素

敵
な
商
品
が
当
た
る
抽
選
会
に
挑

戦
し
よ
う
！
（
詳
細
は
施
設
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
）

▼
招
待
期
間　

1
月
1
日
㊗
〜
3

日
㊐　

▼
利
用
方
法　

免
許
証
や

保
険
証
な
ど
、
犬
山
市
在
住
の
証

明
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、
改

札
係
員
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
人
の
証
明
で
4
人
ま
で
入
園

可
※
２
歳
以
上
）　

▼
と
こ
ろ
・

問
合
せ
先　

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー

ク
（
☎
61
・
0
８
7
0
）

※
世
界
サ
ル
類
動
物
園
は
別
料
金

で
す
。

■
青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
企
画
展

『
犬
山
、や
き
も
の
の
旅
』

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
美
し
い
赤

絵
や
雲
錦
手
の
「
犬
山
焼
」。
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
以
前
に
も
犬
山
に
は
焼
き
物
作

り
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
展
示
で
は
古
代
か
ら
現
代
ま

で
、
犬
山
の
焼
き
物
作
り
の
歴
史

を
パ
ネ
ル
や
考
古
資
料
に
て
紹
介

し
ま
す
。　

▼
と
き　

12
月
15
日
㊋
〜
平
成
28

年
2
月
28
日
㊐
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
休
館
日
：
月
曜
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）、
12
月
28
日
㊊
〜

1
月
4
日
㊊
）　

▼
入
館
料　

無

料　

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先　

青

塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
（
☎

68
・
２
２
7
２
）

旭堂南海師

忙
し
い

年
の
瀬

振
り
込
め

詐
欺
に
注
意

不
審
な
電
話
は

1
1
0
番
へ
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お知らせINFORMATION

こんなときは、ご相談ください！
　高齢者の権利を守る方法のひとつに、成年後見制度があります。成年後見制度は、認知症などにより判
断能力の不十分な人に対して、家庭裁判所が代理人を定め、代理人が財産管理や施設入所、介護サービス
等の契約締結や解除などを行うことで、本人の利益を守る制度です。高齢者あんしん相談センターでは、
制度についての説明や利用するための書類作成などの支援を行っています。
　制度については、お住まいの地区のサブセンターへ相談してください。
▼問合せ先　

▼相談可能時間　平日午前 8 時30分〜午後 5 時15分

名　　称 場　　所 電話番号

高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター） 犬山市役所長寿社会課 44・0325
時間外61・1800

犬山北地区（丸山地区を除く） 犬山北地区サブセンター 犬山市社会福祉協議会内 63・0506

犬山南地区 犬山南地区サブセンター 犬山市休日急病診療所併設 62・2270

城東地区（丸山地区を含む） 城東地区サブセンター 特別養護老人ホームぬく森内 65・2100

羽黒・池野地区 羽黒・池野地区サブセンター 老人保健施設フローレンス犬山内 68・1635

楽田地区 楽田地区サブセンター 特別養護老人ホーム犬山白寿苑内 67・6684

■
認
知
症
家
族
支
援

　
交
流
会

　

初
期
か
ら
中
期
の
認
知
症
の
人

を
介
護
し
て
い
る
家
族
介
護
者
自

身
が
、
交
流
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
得
た
知
識
や
交
流
関
係
を
活
か

し
て
、
介
護
負
担
の
軽
減
や
、
知

識
不
足
か
ら
く
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防

止
し
、
早
期
に
認
知
症
の
人
と
の

安
定
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

▼
と
き　

1
月
5
日
㊋
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
2
階
２
0
4
会
議
室

▼
テ
ー
マ　

認
知
症
の
人
の
介
護

方
法　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
認

知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
人　

▼
定
員　

30
人　

▼
参
加
料　

無

料　

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社
会
課

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
44
・
0
３
２
5
）

■
市
消
防
出
初
式

▼
と
き　

1
月
10
日
㊐
午
前
9
時

30
分
〜　

▼
と
こ
ろ　

す
る
す
み

ふ
れ
あ
い
広
場
（
羽
黒
摺
墨
）

※
荒
天
の
場
合
は
南
部
公
民
館
で

式
典
の
み
実
施
。

▼
参
加
団
体　

消
防
本
部
・
署
、

消
防
団
、
危
険
物
安
全
協
会
（
株

式
会
社
稲
葉
製
作
所
犬
山
工
場
）、

城
東
中
学
校
吹
奏
楽
部　

▼
内
容　

分
列
行
進
、
初
期
消
火
訓
練
、
は

し
ご
乗
り
、
一
斉
放
水
、
消
防
ひ

ろ
ば
開
催
（
式
典
終
了
後
）

▼
問
合
せ
先　

消
防
本
部
庶
務
課　

消
防
担
当
（
☎
65
・
３
１
２
２
）

募
　集

■
楽
田
ふ
れ
あ
い

　
セ
ン
タ
ー

学
生
ス
タ
ッ
フ
募
集
！！

　

み
ん
な
の
集
う
公
共
施
設
で
、

ス
タ
ッ
フ
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
業
務
内
容　

受
付
・
施
設
管
理　

▼
勤
務
日
数
・
時
間　

1
日
5
時

間
程
度
勤
務（
詳
細
は
面
接
に
て
）

本
人
希
望
の
シ
フ
ト
制
（
週
1
日

か
ら
）　

▼
賃
金
時
給　

①
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
10
時
：
８
２
0

円　

②
午
後
10
時
〜
：
1
，
１
4

0
円　

▼
対
象　

18
歳
以
上
の
男

女
（
若
干
名
）　

▼
問
合
せ
先　

森
岡
（
☎
080
・
１
5
5
２
・
１
２

３
4
）

　

平
成
7
年
に
開
館
し
た
犬
山
国

際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

フ
ロ
イ
デ
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ス
タ

ジ
オ
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
・
温

水
プ
ー
ル
）
の
業
務
を
運
営
す
る

事
業
者
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

（
提
案
）
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

右
記
施
設
の
運
営
に
係

る
委
託
事
業
者
の
選
定　

▼
募
集

期
間　

1
月
下
旬
〜
2
月
中
旬

（
予
定
）　

▼
提
案
審
査　

2
月

下
旬
（
予
定
）　

▼
そ
の
他　

右

記
施
設
の
維
持
管
理
業
務
は
含
み

ま
せ
ん　

▼
問
合
せ
先　

社
会
教

育
課
（
☎
44
・
0
３
5
３
）

犬山国際観光センター
フィットネスフロイデ
運営委託業務
プロポーザル実施

　

犬
山
新
成
人
の
集
い
実
行
委
員

会
が
企
画
運
営
す
る
「
犬
山
新
成

人
の
集
い
２
0
１
6
」
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

1
月
10
日
㊐
午
前
11
時

〜
午
後
2
時
（
10
時
受
付
開
始
）　

▼
と
こ
ろ　

名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル　

彩
雲
の
間　

▼
会
費　

2
，

5
0
0
円（
当
日
受
付
で
支
払
い
）

▼
内
容　

ゲ
ー
ム
や
思
い
出
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
恩
師
と
の
懇
談

や
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
等
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

（
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
式
）

▼
対
象　

平
成
7
年
4
月
2
日
〜

8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

▼
問
合
せ
先　

新
成
人
の
集
い
実

行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
☎
44
・

0
３
5
３
、T

w
itter

＝
犬
山
新

成
人
の
集
い２0１6@

inuya
m
a２0１6

）
へ

※
犬
山
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
対

象
者
に
は
、
12
月
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
市
外
に
住
ん
で
い
る

人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
住

所
・
氏
名
な
ど
を
事
務
局
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
い
の
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
犬
山
新
成
人
の
集
い
2
0
1
6

　市では、地域産業の振興のため、事務用封筒に
掲載する広告を募集します。

▼ 掲載できない広告　政治活動・宗教活動・意見
広告・公序良俗に反するものなど

▼ 申込み　 1 月15日㊎までに広告案を添えて掲載
申込書を総務課管財担当（☎44・0301）へ

※その他詳細は、市ホームぺージを見てください。

広告を募集します

封筒の種類 角 2封筒

作成予定枚数 40,000枚

使 用 期 間 平成28年 3 月から約 1年

広 告 規 格 縦5.5cm×横10.5cm

募 集 枠 8枠

掲 載 料 1枠40,000円（消費税込み）

相
　談

■
生
活
お
困
り
ご
と

　
無
料
相
談
会

▼
と
き　

1
月
24
日
㊐
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
「
デ
ザ
イ
ン

ホ
ー
ル
」（
名
古
屋
市
中
区
栄
3

−

18−

1
）　

▼
内
容　

法
律
・

税
金
・
登
記
・
年
金
な
ど
あ
な
た

の
疑
問
に
専
門
家
が
お
答
え
し
ま

す
。
▼
参
加
団
体　

愛
知
県
行
書

士
会
、
愛
知
県
司
法
書
士
会
、
愛

知
県
社
会
保
険
労
務
士
会
、
愛
知

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
愛
知
県

弁
護
士
会
、（
公
社
）
愛
知
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
、
東
海
税
理
士

会
、
名
古
屋
税
理
士
会
、
日
本
公

認
会
計
士
協
会
東
海
会
、
日
本
弁

理
士
会
東
海
支
部　

▼
問
合
せ
先　

愛
知
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
（
当

番
会
）（
☎
052
・
586
・
１
２
0
0
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.

c
h
o
s
a
s
h
i-

aichi.or.jp/

）
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お知らせINFORMATION

▼と　き　 1 月11日㊗　午後 1 時〜 4 時30分
▼ところ　犬山国際観光センター「フィットネスフロイデ」
▼ゲスト　上田　春佳（2012ロンドンオリンピック　メドレーリレー銅メダル）
　　　　　金田　和也（2012ロンドンオリンピック　200mバタフライ代表）
　　　　　小長谷研二（2014長崎国体　100m自由形優勝）
　　　　　野村　陵太（2015ジャパンオープン　50m平泳ぎ優勝）
▼内　容　模範泳、スイムクリニック、記念撮影
▼対　象　 4 泳法すべてで25m以上泳げる人（小中学生は保護者の同意が必要）
▼定　員　先着80人
▼参加料　500円　（施設利用料、写真代含む）
▼見　学　施設利用料で見学できます。当日受付（写真・ビデオ撮影不可）
▼申込み　 12月20日㊐午前10時15分から、犬山国際観光センター 2 階「フィッ

トネスフロイデ」受付に現金を添えて申し込みください。（定員に
なり次第終了）

　　　　　※21日㊊以降の受付時間：午前10時〜午後 8 時
　　　　　　（日曜日は午前10時〜午後 6 時）
　　　　　※ただし、休館日（第 2 ・ 4 月曜日、12月28日〜 1 月 3 日）を除く。
▼問合せ先　フィットネスフロイデ（☎61・7272）

　e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用するには、電子証明書が必
要です。電子証明書はインターネットを通じて行政機関への申請・届出等を
行う場合に必要なものです。電子証明書の発行には住民基本台帳カードが必
要です。住民基本台帳カードをお持ちでない人は、発行後に電子証明書を取
得することができます。
　平成28年 1 月から個人番号カードの交付が始まります。個人番号カードに
電子証明書が格納されています。カードの申請が集中し、確定申告期間中に
間に合わない事も想定されますので、注意してください。
　住民基本台帳カード及び電子証明書の新規及び更新手続きは次のとおり終
了します。
●住民基本台帳カード…12月28日㊊
●電子証明書……………12月22日㊋（即日交付の人のみ可）
　有効期限が平成28年 3 月中旬までの人については、更新案内通知をお送り
しました。
※ 今お持ちの住民基本台帳カード及び電子証明書は、有効期間内は利用できま

す。ただし、個人番号カード交付の際は、住民基本台帳カードを回収します。
▼必要書類　
　●住民基本台帳カード
　・本人確認書類（運転免許証、パスポートなど官公庁が発行した証明書）
　・写真 1 枚（縦4.5cm×横3.5cmの 3 か月以内に撮影）
　　※顔写真付きの住民基本台帳カードを希望の場合
　・手数料（500円）
　●電子証明書
　・住民基本台帳カード
　・本人確認書類（運転免許証、パスポートなど官公庁が発行した証明書）
　・手数料（500円）
　　※電子証明書は、住所、氏名、生年月日が変更した場合は、失効します。
▼受付時間…平日午前 8 時30分〜午後 4 時30分
▼その他（ホームページ）　
　e-Tax（国税電子申告・納税システム）http：//www.e-tax.nta.go.jp
▼申請窓口・問合せ先　市民課（☎44・0303）

　世界で活躍するトップスイマーが直接教えるスイムクリニックを開催します。

スポーツ トップスイマーと泳ごう！！住民基本台帳カード及び電子証明書の利用について

小長谷研二選手金田和也選手上田春佳選手 野村陵太選手

■
医
師
に
よ
る

　
認
知
症
無
料
相
談

　（
事
前
予
約
制
）

　

認
知
症
で
は
？
と
気
づ
い
て
い

る
け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
人
な
ど
、
医
師
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
簡

単
な
聞
き
取
り
を
し
ま
す
の
で
前

日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

1
月
13
日
㊌
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
（
1
人
30
分
程

度
）　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
2
階

２
0
３
会
議
室　

▼
予
約
・
問
合

せ
先　

長
寿
社
会
課
（
☎
44
・

0
３
２
5
）

■
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付

　

市
で
は
平
成
28
・
29
年
度
に
発

注
す
る
工
事
・
設
計
等
、
物
品
・

そ
の
他
委
託
の
契
約
に
係
る
入
札

等
に
参
加
を
希
望
す
る
人
の
資
格

審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

受
付
は
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
電
子
申
請
に

よ
り
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
愛
知
県
を
始
め
と
す

る
県
内
の
自
治
体（
一
部
を
除
く
）

が
参
加
し
て
い
る
「
あ
い
ち
電
子

自
治
体
推
進
協
議
会
」
の
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
受
け
付
け
る
も
の

で
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
す
る
も
の
で
す
。

▼
受
付
期
間　

1
月
4
日
㊊
〜
2

月
15
日
㊊
午
前
8
時
〜
午
後
8
時

（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）　

▼
申
請
方
法　

あ
い
ち
電
子
自
治
体
推
進
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：//
w
w
w
.e-aichi.jp/

）
に
ア
ク
セ

ス
し
、
利
用
規
約
等
に
基
づ
き
必

要
事
項
を
記
入
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
先　

総
務
課　

監
理
検
査
担
当（
☎
44
・
0
３
0
１
）

■
消
防
団
年
末
夜
警

　

年
の
瀬
を
控
え
慌
た
だ
し
く
な

る
時
期
に
、
火
気
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
、
火
災
の
発
生
が

高
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
防
火
意

識
の
高
揚
と
火
災
発
生
時
に
お
け

る
初
動
体
制
を
万
全
に
す
る
た

め
、
消
防
団
が
年
末
夜
警
を
実
施

し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
29
日
㊋
・
30
日
㊌　

午
後
7
時
〜
翌
朝
5
時

■
特
別
永
住
者
証
明
書

へ
の
切
替
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち

の
人
は
、
特
別
永
住
者
証
明
書
に

切
り
替
え
が
必
要
で
す
。

　

次
回
確
認
（
切
替
）
申
請
期
間

が
経
過
し
て
い
る
人
は
速
や
か
に

生
　活

切
り
替
え
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

申
請
期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
人

も
切
り
替
え
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

特
別
永
住
者
証
明
書
の
受
け
取

り
に
は
申
請
か
ら
2
週
間
程
度
か

か
り
ま
す
。

▼
対
象　

○
外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち

の
人

○
市
内
に
住
所
登
録
の
あ
る
人

▼
持
ち
物　

外
国
人
登
録
証
明

書
、旅
券（
所
持
し
て
い
る
場
合
）、

顔
写
真
1
枚
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝

の
3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無

帽
、
正
面
、
無
背
景
の
も
の
）

▼
申
請
窓
口
・
問
合
せ
先　

市
民

課
（
☎
44
・
0
３
0
３
）

■
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
つ
い
て

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に

基
づ
き
、使
用
済
み
の
テ
レ
ビ（
ブ

ラ
ウ
ン
管
式
・
液
晶
式
・
プ
ラ
ズ

マ
式
）、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
（
保

冷
庫
・
冷
温
庫
）、
洗
濯
機
・
衣

類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

は
、
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
振
り
込
ん
で
直
接
指
定
引
取
場

所
に
持
ち
込
む
か
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
と
収
集
・
運
搬
費
用
を
支
払
っ

て
小
売
店
な
ど
に
引
き
渡
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
家
電
は
、
市
の
粗
大

ご
み
収
集
で
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
３
4
4
）

■
堀
部
邸
の
お
知
ら
せ

　

堀
部
邸
は
次
の
期
間
中
は
冬
季

休
館
と
な
り
ま
す
が
、
予
約
に
よ

る
見
学
は
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

12
月
21
日
㊊
〜
3
月
18

日
㊎　

▼
予
約
・
問
合
せ
先　

堀

部
邸
（
☎
90
・
３
7
4
4
）

下水道事業受益者負担金　3期
納期限：12月25日㊎

最寄りの金融機関・市役所・出張所で
納付をお願いします。

▼問合せ先　下水道課（☎44・0337）

◎市税などの納期限は以下のとおりです
　納付は、金融機関、コンビニ及び市役所・出張所でお願
いします。

○市税などの納付は口座振替で
　口座振替の場合は納期限が振替日となりますので、前日
までに用意してください。

▼問合せ先　収納課（☎44・0316）

科　　目 納 期 限

固定資産税・都市計画税 3期

12月25日㊎
国民健康保険税 7期
介護保険料 9期
後期高齢者医療保険料 5期

1718 広報いぬやま　H27・12・15号 広報いぬやま　H27・12・15号



健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8 時30分～午後 5 時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）

　

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
、

市
町
村
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種

し
た
人
の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら

か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を

受
診
し
た
人
は
、
接
種
と
の
関
連

性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・

医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る

人
は
、
具
体
的
な
請
求
方
法
等
に

つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品

医
療
機
器
総
合
機
構
の
救
済
制
度

相
談
窓
口
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
１
２
0
・
１
4
9
・
9
３
１
。

利
用
で
き
な
い
場
合
は
☎
03
・

３
5
0
6
・
9
4
１
１　

有
料
）

に
至
急
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
選
ん
で
楽
し
く

　
健
康
レ
ス
ト
ラ
ン

　

日
常
の
食
事
が
適
量
で
バ
ラ
ン

ス
が
よ
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

食
べ
た
献
立
を
本
物
そ
っ
く
り

の
食
品
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
選
ん

で
セ
ン
サ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
の

せ
る
と
、
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
成
分

が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
ら
れ
ま
す
。（
予
約
不
要
、

時
間
内
で
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
）

▼
と
き　

1
月
15
日
㊎
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

（
受
け
付
け
は
終
了
15
分
前
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
ロ
ビ
ー　

▼
内
容　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ

ク
と
ア
ド
バ
イ
ス　

▼
対
象　

ど

な
た
で
も　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳　

▼
問
合

せ
先　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く

ら

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り

〜
犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会
〜

唾
液
の
隠
さ
れ
た

パ
ワ
ー
・
そ
の
1

　

日
常
的
に
「
つ
ば
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
唾
液
は
、
人
間
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
最
も
重
要
な

体
液
の
一
つ
で
す
。「
食
べ
物
を

飲
み
込
む
た
め
の
水
分
」
と
い
う

す
。
唾
液
が
最
も
出
る
の
は
食
事

中
で
、
普
段
の
約
10
倍
に
も
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

咬
ま
な
い
食
事
で
唾
液
の
ピ
ー
ク

量
が
減
る
と
、
食
事
以
外
の
場
面

で
も
唾
液
が
出
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

唾
液
に
は
歯
を
強
く
す
る
性
質

も
あ
り
ま
す
。
食
事
を
す
る
と
歯

の
表
面
に
付
い
た
プ
ラ
ー
ク
（
歯

垢
）
が
酸
を
作
り
、
酸
に
弱
い
エ

ナ
メ
ル
質
は
わ
ず
か
で
す
が
溶
け

始
め
ま
す
。
こ
れ
が
「
む
し
歯
」

の
始
ま
り
で「
脱
灰（
だ
っ
か
い
）」

で
す
。
脱
灰
の
ま
ま
む
し
歯
が
進

行
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
の
が
唾

液
で
す
。
食
事
で
酸
性
に
な
っ
た

歯
を
中
性
に
戻
し
、
溶
け
た
エ
ナ

メ
ル
質
を
再
び
表
面
に
定
着
（
再

石
灰
化
）
さ
せ
ま
す
。
絶
え
ず
繰

り
返
さ
れ
る
脱
灰
と
再
石
灰
化
の

バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
保
つ
こ
と
が
健

康
な
歯
の
基
本
で
す
。
唾
液
の
少

な
い
口
は
脱
灰
の
時
間
が
長
く
な

る
の
で
酸
へ
の
抵
抗
力
が
弱
く
、

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
状
態
に
な

る
の
で
す
。

以
上
に
、
全
身
の
健
康
に
か
か
わ

る
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
歯
の
治
療
を
受
け
る
子

ど
も
た
ち
の
口
の
中
は
す
ぐ
に
唾

液
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
口
の
中
に
唾
液
が
た

ま
ら
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る

様
で
す
。
軟
ら
か
い
食
べ
物
が
増

え
た
こ
と
で
幼
少
期
に
必
要
な

「
咬
む
訓
練
」
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
原
因
と
も
考
え
ら
れ
ま

市民健康館さら・さくら　各種相談ガイド1 月
問合せ先　市民健康館さら・さくら

相　談 と　き 内　容 対
象 担　当

①いきいき
　健康相談

5日㊋　13：30〜14：30
20日㊌　13：30〜14：30

心と体に関する相談や家族
の健康に関する相談など

ど
な
た
で
も

保健師・看護師

②�歯科衛生士に
よる歯科相談

5日㊋　13：30〜14：30 歯科に関する相談 歯科衛生士

③栄養士による
　栄養相談

20日㊌　13：30〜14：30 栄養に関する相談 管理栄養士

④おくすり
　なんでも相談

20日㊌　13：30〜15：00 薬に関する相談
ごとう薬局薬剤師
後藤三吉

⑤アルコール
　相談

16日㊏　10：00〜15：00 飲酒に関する悩み相談 断酒会会員

　肩こり・転倒予防に効果的な椅子に座ってでき
る「らくらく体操」を中心に、筋力低下を防ぐ体
操を行います。
▼と　き　
第 1回 1月19日㊋ 第 4回 2月 9日㊋
第 2回 1月26日㊋ 第 5回 2月16日㊋
第 3回 2月 2日㊋ 第 6回 2月23日㊋

▼時　間　午後 1 時30分〜 3 時
▼ところ　市民健康館
▼対　象　市内在住の人（初めての人優先）
▼定　員　20人
▼参加料　600円（初回に集金）
▼講　師　健康づくり推進員、健康運動指導士
▼持ち物　 健康手帳、室内用運動靴、水分補給用

飲み物
▼申込み　12月21日㊊から市民健康館さら・さくらへ
※動きやすい服装で参加してください。

らくらく筋トレ体操6回シリーズ

子宮頸がん等
ワクチン接種
緊急促進事業
救済制度の　

　　　制限期限

① 協定保養所へ電話で申し込む（申し込みの際、「愛知県後期
高齢者医療の被保険者である」と伝えてください）。

② 宿泊当日に「後期高齢者医療被保険者証」を持って行き、
宿泊施設の窓口で保険証を（利用 2 回目以降の人は「利用
カード」も併せて）提示する（保険証の提示がない場合は、
助成を受けられません）。

③ 通常料金から1,000円を差し引いた額で支払いができる。
《初めて助成を利用する場合》
　協定保養所から「利用カード」を 1 枚渡します（このカー
ドで利用回数を確認します。なくさないでください）。
▼問合せ先　愛知県後期高齢者医療広域連合　給付課
　　　　　　（☎052・955・1205）

　青少年が心身ともに明るく健やかに成長すること
は、子を持つすべての親の願いであり、県民の誰もが
期待するところです。
　しかし、深夜徘

は い

徊
か い

の増加やインターネットの有害サ
イト等により青少年が犯罪に巻き込まれる事件が多く
発生するなど、青少年を取り巻く近年の環境は大変悪
化してきています。
　冬休みは、解放感から青少年が有害環境に接する機
会が多くなる時期です。家庭、学校、地域社会がそれ
ぞれの果たすべき役割を認識し、大人が率先して規律
ある行動を示すとともに、青少年を取り巻く有害環境
を浄化し、青少年を犯罪から守りましょう。
※ 12月24日㊍〜1月6日㊌に青少年健全育成推進員及び

青少年センター運営委員による見回りを行います。

後期高齢者医療加入者に
協定保養所利用料を助成
〜保養所でのんびり過ごしてみませんか〜

　愛知県後期高齢者医療制度に加入している人は、下記の宿
泊施設（協定保養所）に宿泊すると、1 泊あたり利用料金が、
加入者 1 人につき1,000円安くなります（平成27年 4 月 1 日か
ら平成28年 3 月31日宿泊分まで、全保養所合わせて 4 回まで）。
同窓会や仲間での会合など、お得に利用できます。

協定保養所名 電話番号
東浦町 あいち健康の森プラザホテル 0562・82・0211
田原市 シーサイド伊良湖 0531・35・1151
蒲郡市 サンヒルズ三河湾 0533・68・4696
豊田市 豊田市　百年草 0565・62・0100
犬山市 レイクサイド入鹿 0568・67・3811
桑名市 名古屋市休養温泉ホーム　松ヶ島 0594・42・3330

■青少年の非行・被害防止に取り組む県民運動（冬期）

12月20日㊐〜1月10日㊐

「非行の芽
　　はやめにつもう
　　　　みな我が子」

1920 広報いぬやま　H27・12・15号 広報いぬやま　H27・12・15号
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キ
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の
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日
記
④

市 の 施 設 　 年 末 年 始 の 業 務 日 程
　市役所・出張所業務は、年末は12月28日㊊まで、年始は 1 月 4 日㊊からです。
　（年末の臨時窓口業務は行いません）
●市の施設の年末年始業務日程（青色が休み）

※ 1 　日曜市役所を実施します。午前 9 時〜正午まで、市民課窓口で、住民票の写し・戸籍・印鑑登録証明書の発行業務を行います。
※ 2 　さら・さくらの湯の 1 月 2 日㊏・ 3 日㊐の営業時間は、午前10時〜午後 5 時30分（最終受付は終了時間の30分前まで）までです。
※ 3 　児童クラブは開設します。
※ 4 　楽田ふれあいセンターの12月28日㊊〜 1 月 3 日㊐の開館時間は、午前 9 時〜午後 6 時までです。
※ 5 　土曜日の受付時間は、午前 8 時30分〜午前11時30分までです。

施設名 12月
26日㊏ 27日㊐ 28日㊊ 29日㊋ 30日㊌ 31日㊍

1月
1日㊗ 2日㊏ 3日㊐ 4日㊊ 5日㊋ 問合せ先

市役所・出張所 ※1 総務課�
（☎44・0301）

さら・さくら
（市民健康館）

さら・さくらの湯 ※2 ※2
健康推進課�
（☎63・3800）つどいの広場

健康推進事業など

保健センター 保健センター�
（☎61・1176）

福祉会館 福祉課�
（☎44・0320）

身障者活動センター「ふれんど」 福祉課�
（☎44・0321）

児童センター（館） ※3 子ども未来課�
（☎44・0322）

老人憩いの家・老人福祉センター 長寿社会課�
（☎44・0325）

高齢者活動センター

国際観光センター「フロイデ」

地域活動�
推進課�

（☎44・0347）

楽田ふれあいセンター ※4 ※4 ※4 ※4 ※4 ※4 ※4

しみんてい

小弓の庄

余遊亭（本館・別館）

市民文化会館

社会教育課�
（☎44・0353）

勤労青少年ホーム

公民館・学習等供用施設

体育館・武道館・野外活動セン
ター・体育センター

市立図書館・楽田ふれあい図書館 市立図書館�
（☎62・6300）

青塚古墳ガイダンス施設

歴史まち�
づくり課�

（☎44・0354）

文化史料館

どんでん館

旧磯部家住宅

犬山里山学センター 公園緑地課�
（☎44・0345）

都市美化センター ※5 ごみ減量推進課�
（☎44・0344）

ファミリー・サポート・センター交流会
～「体験発表」と「みんなで楽しむバルーン・アート」～
　ファミリー・サポート・センターでは、地域の子育て
支援の輪が広がり、安心して子育てができるよう、子育
ての手助けをして欲しい人（依頼会員）と子育てのお手
伝いができる人（援助会員）が会員となり、お互いに助
けあいながら活動をしています。ファミリー・サポー
ト・センター会員やファミリー・サポート・センター事
業に関心のある人達と一緒に交流会に参加し、楽しい時
間を過ごしませんか。
▼と　き　 2 月 2 日㊋　午前10時〜11時30分
▼ところ　市民健康館　交流ホール
▼内　容　「会員体験発表」
　　　　　「みんなで楽しむバルーン・アート」
▼講　師　五島秀享（Snowdrop Balloon）
▼対　象　 ファミリー・サポート・センター会員及び

ファミリー・サポート・センター事業に関心
のある人

▼定　員　50人
▼申込み　 1 月 5 日㊋から電話で市ファミリー・サポー

ト・センター（市役所子ども未来課内）（☎
63・3818）へ

子育て支援センターで一緒にお話ししませんか
　子育てをする中で子どもの成長を知ることは喜び
です。でも育児のしかたに不安になったり、子ども
の発達や家族の協力など子育ての悩みはつきません。
やさしさあふれる子育てサークルアドバイザー「長
田初美先生」がいっぱいお話を聞いてくださいます。
不安や悩みについて一緒に考えていきませんか。
▼と　き　12月16日㊌　午後 1 時〜 3 時
▼ところ　さらさくら・つどいの広場
▼アドバイザー　子育てサークルアドバイザー
　　　　　　　　社会福祉士　　長田初美
※この他、支援センターでは子育てに関するたくさ
んの事業を行っています。詳しくは12月 1 日号を見
てください。
▼問合せ先　子育て支援センター（☎63・3817）

母子健康手帳交付と説明会
▼と　き　毎週火曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　 受付時間＝午前 9 時〜 9 時15分（この後

約 1 時間の説明あり）
▼持ち物　妊娠届出書
▼ところ・問合せ先　保健センター（☎61・1176）
※説明会に参加できない人は、保健センターまで問
い合わせてください。

　

犬
山
の
皆
様
、今
年
も
年
末
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
ね
。
２
0
１
5

年
は
皆
様
に
と
っ
て
ど
ん
な
年

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
日
本

に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
私
に
と
っ

て
は
、挑
戦
に
溢
れ
る
、大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。ド

イ
ツ
で
は
12
月
に
な
っ
て
年
末
が

近
づ
い
て
く
る
と
、一
年
で
一
番
大

事
な
行
事
で
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス-

ヴ
ァ
イ
ナ
ハ
テ
ン
の
時
期
が
や
っ

て
き
ま
す
。今
ま
で
の
国
際
交
流
員

も
、き
っ
と
み
ん
な
ク
リ
ス
マ
ス
の

話
を
し
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。海

外
に
住
ん
で
い
て
も
ド
イ
ツ
人
な

ら
必
ず
帰
国
し
た
く
な
る
ほ
ど
大

切
な
、家
族
そ
ろ
っ
て
過
ご
す
祭
な

の
で
、や
は
り
私
も
今
回
の
記
事
で

ク
リ
ス
マ
ス
の
習
慣
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
の
祝

日
は
25
日
と
26
日
で
す
が
、ク
リ
ス

マ
ス
の
商
品
の
販
売
は
毎
年
だ
ん

だ
ん
早
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。近

年
、バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
や
チ
ョ
コ
サ

ン
タ
な
ど
、ク
リ
ス
マ
ス
に
食
べ
る

お
菓
子
は
9
月
ぐ
ら
い
か
ら
も
う

市
場
に
出
て
い
ま
す
。し
か
し
、実

際
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
に
な

る
の
は
、ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
時
期
が

始
ま
る
こ
ろ
で
す
。

　

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
と
は
、11
月
30
日

に
一
番
近
い
日
曜
日
か
ら
始
ま
っ

て
、ク
リ
ス
マ
ス
に
向
か
う
4
週
間

を
指
す
期
間
で
す
。日
曜
日
に
は
、

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
・
ク
ラ
ン
ツ
と
い
う

4
本
の
ろ
う
そ
く
を
立
て
た
リ
ー

ス
の
ろ
う
そ
く
に
１
週
目
は
1
本
、

２
週
目
は
２
本
…
と
い
う
よ
う
に

火
を
灯
し
ま
す
。そ
し
て
、子
ど
も

た
ち
は
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
・
カ
レ
ン

ダ
ー
と
い
う
24
の
窓
が
付
い
て
い

る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
も
ら
い
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
窓
の
中
に
は
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
が
入
っ
て
い
て
、12
月

1
日
か
ら
24
日
ま
で
毎
朝
そ
の
日

に
ち
の
窓
を
あ
け
て
入
っ
て
い
る

も
の
を
楽
し
み
ま
す
。

　

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
の
時
期
の
も
う

一
つ
の
楽
し
み
は
海
外
で
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。大
体
11
月
の
下
旬
か

ら
12
月
23
日
ま
で
ド
イ
ツ
の
ど
こ

の
町
で
も
行
わ
れ
て
い
て
、ク
リ
ス

マ
ス
に
関
す
る
飾
り
や
商
品
、お
菓

子
を
売
っ
て
い
る
屋
台
が
並
ん
で

い
ま
す
。私
は
友
達
と
ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
た
ら
、必
ず

ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
、焼
き

ア
ー
モ
ン
ド
を
食
べ
ま
す
。ま
た
、

た
く
さ
ん
の
家
が
ク
リ
ス
マ
ス
飾

り
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
華
や

か
に
彩
ら
れ
、ど
こ
に
行
っ
て
も
ク

リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま

す
。ド
イ
ツ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思

う
人
は
、こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
時
期
が

お
勧
め
で
す
よ
。（
寒
い
で
す
が
…
）

　

さ
て
、子
ど
も
た
ち
が
一
番
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
は
、24
日
の
ク
リ

ス
マ
ス
・
イ
ブ
で
す
。居
間
に
大
き

な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
置
い
て
、

家
族
み
ん
な
で
飾
り
つ
け
を
し
て
、

ろ
う
そ
く
も
点
け
て
、ツ
リ
ー
は
綺

麗
に
光
り
ま
す
。そ
し
て
、ツ
リ
ー

の
下
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
置
い
て
、夜

に
な
る
と
み
ん
な
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
あ
け
る
時
間
が
や
っ
て
き
ま
す
。

と
て
も
楽
し
い
時
間
で
す
。25
日
と

26
日
は
祝
日
で
、店
は
全
部
閉
ま
っ

て
い
ま
す
。家
族
と
美
味
し
い
ご
飯

を
食
べ
な
が
ら
、静
か
で
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
す
の
で
す
。ク

リ
ス
マ
ス
は
本
当
に
癒
さ
れ
ま
す
。

あ
る
意
味
で
日
本
の
お
正
月
の
過

ご
し
方
と
似
て
い
ま
す
ね
。

　

し
か
し
、ク
リ
ス
マ
ス
は「
商
戦
」

と
な
っ
て
消
費
社
会
を
象
徴
し
て

い
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。確
か

に
あ
る
側
面
で
は
そ
う
で
す
が
、他

方
で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
は
「
分
か
ち

合
お
う
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
祭
で
も
あ
り
ま
す
。ク
リ
ス
マ

ス
に
は
み
ん
な
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
意
識
す
る
の
で
、多
方
面
で
寄
付

な
ど
の
社
会
貢
献
が
増
え
る
時
期

で
す
。で
す
か
ら
、私
は
ク
リ
ス
マ

ス
は
様
々
な
面
で
と
て
も
い
い
祭

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、犬
山
の
皆
様
、年
末
を
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
ま
す
か
？
ま
た

来
年
も
広
報
で
会
い
ま
し
ょ
う
。メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
と
よ
い
お
年

を
！
☆

ヴ
ァ
イ
ナ
ハ
テ
ン

-

　
分
か
ち
合
お
う

犬山市子育て情報
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EVENT GUIDE

催し物
ガイド

1月

FMラジオ84.2MHz
愛知北エフエム

犬山市ホームページ

避難所開設案内、警報など放送
市内の気象情報・雨量・河
川水位などを検索

　

総
合
戦
略
策
定
に
あ
た
り
、
若

い
市
民
と
職
員
が
集
い
、
未
来
へ

の
提
言
を
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
「
犬
山
の
未
来
を
考

え
隊
」
第
3
回
を
10
月
23
日
に
開

催
！
今
回
は
15
名
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
！

　

第
3
回
が
初
参
加
！
と
い
う
方

も
何
名
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
中
に
は
、「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
専
用
ペ
ー
ジ
（「
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
！
い
ぬ
や
ま
総
合
戦
略
」

で
す
）
を
見
て
、
活
動
に
興
味
を

持
ち
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
い
う
大
学
4
年
生
の
女
の

子
が
、
な
ん
と
は
る
ば
る
奈
良
県

か
ら
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！
本

当
に
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、
第
2
回
で
は
考
え
隊
が

検
討
す
る
テ
ー
マ
を
「
観
光
」
と

「
雇
用
」
に
決
め
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
2
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、「
ど
う
し
た
ら
良

く
な
る
か
」、「
ど
ん
な
ま
ち
を
目

指
す
か
」、「
目
指
す
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
何
が

で
き
る
か
」
を
念
頭
に
置
い
て
議

論
を
展
開
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
基
本

的
に
、
意
見
を
た
く
さ
ん
出
し
た

り
、
ア
イ
デ
ア
を
広
げ
た
り
す
る

場
で
す
が
、
ま
と
め
る
た
め
に
は

数
あ
る
提
案
か
ら
、
よ
り
良
い
意

見
や
提
案
を
選
択
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
場
面
で
は
、

皆
さ
ん
真
剣
に
意
見
を
述
べ
、
そ

れ
を
し
っ
か
り
と
聞
く
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
空

間
で
す
。

　

当
初
、今
回
が
最
終
回
と
し
て
、

提
言
を
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
し

た
が
、
議
論
が
白
熱
す
る
あ
ま
り

タ
イ
ム
ア
ッ
プ
！
完
成
は
次
回
に

持
ち
越
し
と
な
り
、
第
4
回
が
泣

い
て
も
笑
っ
て
も
最
終
回
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
カ
タ
チ
と
な
っ
て

完
成
を
迎
え
る
の
か
、
果
た
し
て

ど
ん
な
提
言
に
ま
と
ま
る
の
か
？

若
者
た
ち
の
熱
い
パ
ワ
ー
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
！

「
若
者
が
未
来
へ
提
言
！
」

第
3
回
犬
山
の
未
来
を
考
え
隊

を
開
催
し
ま
し
た
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
に

ご
用
心

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
個
人
情
報
を
調
査
中
で
あ

る
」と
言
っ
て
、女
性
が
来
訪
し
、

資
産
や
保
険
の
契
約
状
況
な
ど
を

聞
か
れ
た
。
本
当
に
行
政
機
関
が

そ
の
よ
う
な
調
査
を
し
て
い
る
の

か
。�

（
60
代
女
性
）

　

若
い
男
性
か
ら
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
順
次
届
い
て
お
り
、
み
ん

な
手
続
き
を
し
て
い
る
が
、
あ
な

た
は
手
続
き
し
た
か
」
と
の
電
話

が
あ
っ
た
。「
早
く
手
続
き
し
な

い
と
刑
事
問
題
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
不
審
に

思
っ
た
。�

　
（
70
代
男
性
）

ア
ド
バ
イ
ス

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用

手
続
き
等
で
、
国
や
自
治
体
の
職

員
が
家
族
構
成
、
資
産
や
年
金
・

保
険
の
状
況
等
を
聞
く
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
は
す
ぐ

に
切
り
、
来
訪
の
申
し
出
が
あ
っ

て
も
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
心
配
な

と
き
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
問
い
合

わ
せ
は
、
内
閣
府
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
5
7
0
・
20
・
0
１
7
８
）
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談
は

こ
ち
ら
へ

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
市
消

費
生
活
相
談
：
毎
週
月
・
木
曜
日　

午
後
1
時
〜
5
時
（
市
役
所
1
階　

相
談
室
☎
44
・
0
３
4
0
）

※
祝
日
は
休
み

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
県
消

費
生
活
相
談
：
月
〜
金
曜
日
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
尾
張
消

費
生
活
相
談
室
☎
0
5
８
6
・

71
・
0
9
9
9
）
※
祝
日
は
休
み

○
弁
護
士
に
よ
る
消
費
生
活
法
律

相
談
：
毎
月
第
4
火
曜
日
午
後
1

時
〜
4
時
（
市
役
所
1
階
相
談
室　

要
予
約
：
商
工
企
業
振
興
課
☎

44
・
0
３
4
0
）

※
消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ
注
意
喚
起

等
の
情
報
が
あ
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
こ
ち
ら
へ
。（http

：

//w
w
w
.caa.go.jp/

）

災害情報は
ここから⇒

犬山市安心情報メール
登録は空メール送信か、QRコード（右）を読込んでください。
t-inuyama-anshin@sg-m.jp  （空メール用送信アドレス）

●平日窓口延長
毎月第1・第3火曜日

（12/15・1/5・1/19）
午後7時まで
※ 市民課窓口で住民票の写し・

戸籍・印鑑登録証明書の発
行、印鑑登録、転入届・転出届
の受付を行っています。

●日曜市役所
毎月第2・第4日曜日
（12/27・1/10・1/24）
午前9時〜正午
※ 市民課窓口で住民票の写し・

戸籍・印鑑登録証明書の発行、
印鑑登録を行っています。

●休日納税相談窓口
毎月第2・第4日曜日
（12/27・1/10・1/24）
午前9時〜正午
※ 収納課窓口で市税などの

納付や相談・納税証明の
発行を行っています。

【市民文化会館】☎67・2411　【南部公民館】☎68・0834

※都合により、開場・開演時間が変更になることがあります。

日 曜 催し物 会場 時間 入場料 問合せ先

9 ㊏ はっとり音楽教室発表会 南部公民館講堂 開演17：00 無料
服部�
☎080・�
6543・0313

16 ㊏

市民総合大学敬道館�
文学部�
講師：古典文学研究家�
　　　　勝　典子氏�
演題：杉田久女〜楊貴妃桜〜

南部公民館講堂
開場13：00�
開演13：30� 受講料�必　要

社会教育課�
☎44・0353

17 ㊐
KFCK友の会�
第 2 回カラオケ大会・歌謡
ショー

南部公民館講堂 開場9：00�
開演10：00 無料

石川�
☎090・�
1864・4771

24 ㊐ 真和楽器創立50周年�
アニバーサリーコンサート 南部公民館講堂

昼の部�
開演13：00�
夜の部�
開演16：00

ペア�
前売券
3,000円�
シングル�
前売券
1,800円�
シングル�
当日券
2,000円

真和楽器（株）�
☎62・2273

30 ㊏ 2016国宝の街�
犬山ボランティアのつどい 全館 開場 9：50�

開演10：00 無料

ボランティア�
連絡協議会�
金澤�
☎090・�
8071・1448

31 ㊐ ピアノフェスティバル2016�
真和楽器大会 南部公民館講堂 未定 無料 真和楽器（株）�

☎62・2273

　給付金は、平成27年 1 月 1 日に住
民票があった市町村からの支給とな
り、申請されない場合は、給付金を
支給することができません。まだ、
お手元に申請書がある人は、早めに
申請をお願いします。
　申請書を失くした場合や提出書類
についてわからないことがありまし
たら、気軽に窓口か電話で問い合わ
せてください。

臨時福祉給付金は
申請しましたか？

臨時福祉給付金
申請期限：12月25日㊎

（㊏㊐㊗を除く午前 9 時〜午後 4 時）
※郵送の場合は12月25日消印有効

申請先：市役所西庁舎
問合せ先：☎68・9214

（臨時給付金コールセンター）

●
第
11
回
樹
の
会
日
本
画
展

▼
と
き　

12
月
16
日
㊌
〜
20
日
㊐

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は

午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

南
部

公
民
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
問
合
せ
先　

柴
田
（
☎
090
・
１

２
３
３
・
１
4
9
9
）

●
犬
山
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
会
　
参
加
仲
間
募
集

　

誰
か
と
ゆ
っ
く
り
話
が
し
た

い
。私
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
ほ

し
い
。静
か
な
話
し
合
い
で
、心
が

癒
さ
れ
ま
す
。仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日

午
後
1
時
〜
4
時
（
要
予
約
）

▼
と
こ
ろ　

余
遊
亭
2
階　

▼
参

加
料　

1
，
0
0
0
円
（
お
茶
と

お
茶
菓
子
付
き
）　

▼
問
合
せ
先　

小
森
（
☎
090
・
9
9
２
6
・
5
８
２

9
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

：//
w
w
w
.w
b
.c
o
m
m
u
fa
.jp
/

hanaso

●
介
護
実
技
講
習
会
参
加
者
募
集

▼
と
き　

1
月
23
日
㊏
午
後
1
時

30
分
〜　

▼
と
こ
ろ　

羽
黒
小
学

校
体
育
館
2
階
は
ぐ
ろ
ん
ル
ー
ム　

▼
対
象　

羽
黒
地
区
に
関
係
の
あ

る
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

▼
定
員　

20
人
程
度　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

1
月
10
日
㊐

ま
で
に
羽
黒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

長

谷
川
（
☎
69
・
２
0
３
9
）
へ

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

2
月
1
日
号
の
締
め
切
り
は
12

月
15
日
㊋
、
2
月
15
日
号
の
締
め

切
り
は
1
月
4
日
㊊
。
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市内
の小学

生が教えてくれた
市内
の小学

生が教えてくれた 今 年 の 主 な 出 来 事
１
月
5
日　

新
年
交
礼
会
・
叙
勲

褒
章
受
章
者
祝
賀
会

　
　

11
日　

新
成
人
の
集
い

　
　

同
日　

市
消
防
出
初
式

2
月
8
日　

犬
山
国
際
友
好
シ
テ

　
　
　
　
　

ィ
マ
ラ
ソ
ン

　
　

22
日　

読
売
犬
山
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン

3
月
1
日　

春
の
犬
山
キ
ャ
ン
ペ

　
　
　
　
　

ー
ン（
〜
6
月
7
日
）

　
　

17
日　

犬
山
観
光
学
生
大
使

に
名
古
屋
経
済
大
の

女
子
学
生
4
人
が
任

命

4
月
１
日　

犬
山
市
初
の
女
性
消

防
分
団
を
結
成

　
　

4
日　

犬
山
祭
（
〜
5
日
）

　
　

12
日　

県
議
会
議
員
選
挙
で

原
よ
し
の
ぶ
氏
が
再

選

　
　

26
日　

市
議
会
議
員
選
挙
の

投
開
票

6
月
1
日　

木
曽
川
う
か
い
開
幕

　
　
　
　
　
（
〜
10
月
15
日
）

　
　

5
日　

い
ぬ
や
ま
環
境
フ
ェ

ア
（
〜
11
日
）

8
月
1
日　

夏
の
犬
山
キ
ャ
ン
ペ

　
　
　
　
　

ー
ン
（
〜
31
日
）

　
　

２
日　

石
上
げ
祭

　
　

5
日　

7
代
目
の
国
際
交
流

員
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・

ジ
ュ
ピ
ー
ザ
さ
ん
着

任

　
　

10
日　

第
36
回
日
本
ラ
イ
ン

夏
ま
つ
り

　
　

29
日　

第
44
回
全
国
消
防
救

助
技
術
大
会
に
出
場

9
月
13
日　

市
総
合
防
災
訓
練

　
　

19
日　

秋
の
犬
山
キ
ャ
ン
ペ

　
　
　
　
　

ー
ン（
〜
12
月
6
日
）

10
月
1
日　

国
勢
調
査
実
施

　
　

4
日　

市
民
芸
能
祭

　
　

10
日　

わ
い
わ
い
犬
山
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
〜
11

日
）

　
　

13
日　

入
鹿
池
が
「
世
界
か

ん
が
い
施
設
遺
産
」

に
登
録

　
　

24
日　

秋
の
犬
山
お
城
ま
つ

り
（
〜
25
日
）

　
　

27
日　

市
民
展
（
〜
11
月
3

日
）

11
月
1
日　

秋
桜
・
福
祉
ま
つ
り

　
　

15
日　

あ
つ
ま
れ
い
ぬ
や

　
　
　
　
　

ま
っ
こ
！
う
き
う
き

大
行
進

12
月
1
日　

市
内
24
時
間
営
業
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
A
E
D
設
置

　
　

13
日　

フ
ロ
イ
デ
ま
つ
り

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）

受付時間：午前9時〜午後5時（㊏㊐㊗を除く）
■休日・平日時間外の水道緊急時

連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（☎62・8100）
受付時間：午前 8 時30分〜11時30分（診療は午前 9 時から）
　　　　　午後 1 時30分〜 4 時15分（診療は午後 2 時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7 時〜翌朝 8 時までの毎日

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5時〜 8時

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

■年末年始の急な歯痛は！
診療時間：午前 9時〜正午

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

と��き 病・医院名 電　話

12月20日㊐ ないとう歯科�（扶桑・高雄伊勢帰） 0587・93・5500

12月23日㊗ 田中歯科医院�（橋爪東四丁目） 61・3313

12月27日㊐ 塚原歯科医院� （東古券） 61・4540

と��き 病・医院名 電　話

12月30日㊌
石原歯科医院� （羽黒三反田） 67・0909

きなな歯科�（扶桑・高雄南郷） 0587・22・7599

12月31日㊍ 山田歯科医院�（長者町二丁目） 67・9662

1 月 1 日㊗ 木下歯科�（扶桑・高雄伊勢帰） 0587・93・8161

1 月 2 日㊏ いぬやま歯科医院�（松本町三丁目） 61・7515

1 月 3 日㊐ はまじま歯科医院�（扶桑・旭） 0587・93・8448

と��き 病・医院名 電　話

12月20日㊐
木村内科� （城南）
さとし眼科クリニック� （成海南）

67・0008
68・3104

12月23日㊗
みどり診療所� （長者町）
竹内整形外科クリニック�（専正寺町）

67・3311
61・7311

12月27日㊐
岡部医院� （内田）
にわ耳鼻咽喉科� （堀田）

62・7121
67・6868

12月31日㊍
岡部医院� （内田）
山本皮フ科クリニック� （高見町）

62・7121
62・6855

1 月 1 日㊗
黒川すこやかクリニック�（下大本町）
ふなびきクリニック� （前原）

61・0083
62・8811

1 月 2 日㊏
いたつ内科クリニック� （本郷）
竹内整形外科クリニック�（専正寺町）

67・6333
61・7311

1 月 3 日㊐
宮田医院� （稲葉）
さとし眼科クリニック� （成海南）

67・5566
68・3104

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）

【献立テーマ】

これを食べれば元気100倍！！
レシピ提供者：青

あお

木
き

啓
けい

樹
じゅ

くん
　　　　　　　（小学 5 年生）
〈作り方〉
【玉ねぎの肉づめ】
① 玉ねぎの中身をくりぬき、中身の玉ねぎ

をみじん切りにする。あめ色になるまで
フライパンで炒める。

② ひき肉に、塩、こしょうをする。①の玉
ねぎ・卵・小麦粉を入れて、混ぜる。

③ くりぬいた玉ねぎの中に片栗粉を振る。
②の具を半分入れたらチーズを入れ、そ
の上に残りの②をのせる。

④ フライパンに水を入れ、③の玉ねぎを煮る。沸とうしたらコンソメを入れ
てフタをする。玉ねぎがやわらかくなるまで煮る。

⑤玉ねぎに火が通ったら、まわりにブロッコリーを入れて一緒に煮る。
⑥ブロッコリーがやわらかく煮えたら、深さのあるお皿に盛り付ける。
　煮汁をかけて、ミニトマトを添えたら、できあがり。

⑰

　

12
月
14
日
は
、「
忠
臣
蔵
」
で

有
名
な
播
州
（
今
の
兵
庫
県
）
赤

穂
47
士
の
江
戸
吉
良
邸
討
入
り
の

日
。

　

つ
い
10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
毎

年
暮
れ
に
な
る
と
テ
レ
ビ
な
ど
で

「
忠
臣
蔵
」
が
上
映
さ
れ
、
日
本

人
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
が
、
今
で

は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
の
47
士
の
中
に
、
犬
山
ゆ
か

り
の
浪
士
が
い
た
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　

名
を
片
岡
源
五
右
衛
門
高
房

（
た
か
ふ
さ
）
と
い
い
、
物
語
の

な
か
で
も
か
な
り
ウ
エ
ー
ト
の
高

い
人
物
で
す
。

　

寛
文
7
（
１
6
6
7
）
年
、
犬

山
藩
士
、
熊
井
重
次
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
生
母
が
側

室
で
あ
り
、
し
か
も
数
年
後
に
正

室
が
子
を
生
ん
だ
た
め
、
兄
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
房
は
親
戚

筋
の
赤
穂
藩
士
、
片
岡
六
左
衛
門

の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
運
命
の
い
た
ず
ら
か
、
高
房
は

時
代
の
波
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

知
行
１
0
0
石
の
武
士
の
家
柄

で
あ
り
、
し
か
も
藩
主
、
浅
野
内

匠
頭
長
矩
（
た
く
み
の
か
み
な
が

の
り
）
と
同
年
で
あ
っ
た
た
め
、

小
姓
と
し
て
仕
え
ま
し
た
。

　

小
姓
と
は
、
藩
主
が
子
供
の
こ

ろ
か
ら
武
芸
も
学
問
も
一
緒
に
習

い
、
生
死
も
共
に
す
る
ほ
ど
の
い

わ
ば
側
近
中
の
側
近
で
、
平
和
な

江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
将
来
性
も

保
障
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
元
禄
14（
１
7
0
１
）

年
3
月
、
34
歳
の
時
、
江
戸
城
松

之
廊
下
で
長
矩
が
三
州
吉
良
（
今

の
西
尾
市
）
の
藩
主
、
吉
良
上
野

介
義
央
（
よ
し
な
か
）
に
刃
傷
に

及
ぶ
と
い
う
赤
穂
事
件
が
起
き
た

た
め
、
高
房
の
運
命
も
大
き
く
狂

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
矩
は
一
関
藩
に
お
預
け
と
な

り
、即
日
切
腹
と
な
り
ま
し
た
が
、

高
房
は
警
備
の
藩
士
に
一
目
だ
け

で
も
会
わ
せ
て
ほ
し
い
と
懇
願
、

庭
先
に
控
え
て
待
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
切
腹
場
所
に
向
か
う
長
矩
に

涙
な
が
ら
に
無
言
の
別
れ
を
し
た

場
面
は
物
語
な
ど
で
お
な
じ
み
で

す
。

　

翌
元
禄
15
年
12
月
15
日
未
明
、

高
房
ら
赤
穂
47
士
は
吉
良
邸
に
討

ち
入
り
、
義
央
の
首
を
取
り
長
矩

の
仇
を
討
つ
が
、
翌
16
年
2
月
4

日
、
高
房
ら
47
士
は
切
腹
し
て
果

て
、
３
１
２
年
後
の
今
も
墓
の
あ

る
東
京
芝
高
輪
の
泉
岳
寺
で
は
焼

香
に
訪
れ
る
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
高
房
の
出
生
地
で
あ
る

犬
山
で
は
戦
前
、
高
房
の
兄
（
実

際
は
弟
）、
熊
井
次
常
や
正
妻
の

墓
の
あ
る
丸
山
の
妙
感
寺
で
犬
山

義
士
会
に
よ
る
墓
前
祭
が
営
ま

れ
、
高
房
の
生
き
様
を
偲
ん
で
い

ま
し
た
が
、
時
代
と
も
に
立
ち
消

え
と
な
り
ま
し
た
。
せ
め
て
こ
の

事
実
だ
け
で
も
歴
史
の
片
隅
に
残

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

妙感寺に次弟の墓
戦前まで墓前祭

赤穂浪士の片岡源五右衛門

材　料
（4人分）

玉ねぎ   4 個
卵   1 個
ひき肉（あいびき）   300g
ピザ用チーズ   少々
塩、こしょう   少々
小麦粉   少々
片栗粉   少々
コンソメ   少々
ブロッコリー   8 かけ
ミニトマト   4 個

犬山義士会の墓前祭

2526 広報いぬやま　H27・12・15号 広報いぬやま　H27・12・15号



株
式
会
社 

島
正
技
研

　わんぱくで明るく、
何にでも興味を持つ
性格。皆さん、どう
ぞよろしく。

犬山市のキャラクター

わん丸君

インターネットホームページアドレス　http://www.city.inuyama.aichi.jp/
Eメールアドレス　010201@city.inuyama.lg.jp　FAX 0568〈44〉0360
発行　犬山市役所　〒484‐8501　愛知県犬山市大字犬山字東畑36　☎0568〈61〉1800㈹
編集　NPO編集企画協会 〒484‐8583 愛知県犬山市大字犬山字東古券776 ☎0568〈61〉0593平成27年12月15日号

QRコード

◆
所
在
地

　

犬
山
市
大
字
羽
黒
新
田
字
下
蝉

屋
29

◆
事
業
内
容

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業
等

◆
歴
史
・
沿
革

　

祖
父
が
操
業
を
始
め
、
昭
和
51

年
に
株
式
会
社
化
。
20
年
ほ
ど
前

に
祖
父
が
他
界
、
後
継
者
が
い
な

か
っ
た
た
め
、
会
社
を
た
た
む
こ

と
も
考
え
ま
し
た
が
、
当
時
教
員

だ
っ
た
父
が
退
職
、
会
社
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
現
在
で
は
3
代
目

と
な
り
、
こ
の
地
で
50
年
以
上
事

業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

◆
当
社
の
主
要
製
品

　

当
社
が
主
に
生
産
し
て
い
る
の

は
、
自
動
車
の
座
席
を
ス
ラ
イ
ド

さ
せ
る
レ
ー
ル
の
切
断
面
に
取
り

付
け
る
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

キ
ャ
ッ
プ
で
す
。
取
引
先
か
ら
の

設
計
図
を
基
に
、
金
型
製
作
を
外

部
に
発
注
。
当
社
で
は
、
金
型
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
樹
脂
を
流
し
込

み
、
圧
力
を
か
け
る
射
出
成
型
に

よ
っ
て
、
製
品
を
大
量
生
産
し
て

い
ま
す
。

◆
当
社
の
生
命
線

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
熱
や
外
部

か
ら
の
力
に
よ
っ
て
変
形
し
ま

す
。
こ
の
特
性
を
考
慮
せ
ず
に
金

型
を
製
作
す
る
と
、
形
・
寸
法
が

合
わ
な
い
製
品
が
出
来
上
が
っ
て

し
ま
う
た
め
、
金
型
製
作
を
依
頼

す
る
と
き
に
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。
当
社
が
こ
れ
ま

で
に
培
っ
て
き
た
技
術
と
経
験
を

活
か
し
、金
型
製
作
者
と
と
も
に
、

高
精
度
の
金
型
を
作
り
上
げ
る
、

こ
れ
が
当
社
の
生
命
線
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
自
社
製
品
の
販
売

　

事
業
拡
大
に
向
け
、
製
品
に
付

加
価
値
を
つ
け
ら
れ
な
い
か
と
考

え
、
昨
年
、
立
体
物
に
印
刷
が
で

き
る
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入
。
ま
ず

は
、
犬
山
市
の
P 

R
も
か
ね
て
、

わ
ん
丸
君
を
プ
リ
ン
ト
し
た
製
品

の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。
今
は
既

製
品
へ
の
プ
リ
ン
ト
が
主
で
す

が
、
一
部
製
品
は
当
社
で
一
貫
生

産
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
扱
う
製
品

は
少
な
い
で
す
が
、
種
類
を
増
や

そ
う
と
日
々
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

商
工
企
業
振
興
課

（
☎
44
・
0
３
4
0
）

夫婦大銀杏の守り神
平成25年第13回犬山観光写真コンテスト
村松義喜さん撮影

281

53

余
坂
天
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
で
す
。

仲
よ
く
2
本
並
ん
で
い
ま
す
。

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

当社自社製品
（上段及び下段右は試作品）

いつもニコニコいい笑顔♡
スクスク育ってね！

足達　希
の

空
あ

ちゃん
（犬山）

平成26年12月26日生まれ

ねえね達と仲良く☆
たくましく☆

田中　杜
とう

青
せい

ちゃん
（犬山）

平成26年12月2日生まれ

　
い
ま
の
若
い
人
に

「
忠
臣
蔵
と
は
？
」
と

聞
く
と
、「
知
ら
な
い
」

と
そ
っ
け
な
い
。

　
吉
良
上
野
介
義
央
の

地
元
で
あ
る
愛
知
県
西

尾
市
吉
良
で
は
毎
年
、

菩
提
寺
の
華
蔵
寺
で
追

善
供
養
が
営
ま
れ
て
お

り
、
名
君
だ
っ
た
功
績

を
讃
え
て
い
る
。

　
犬
山
に
も
赤
穂
浪
士

ゆ
か
り
の
場
所
が
あ
る

こ
と
は
興
味
深
い
。
い

つ
ま
で
も
犬
山
人
の
心

に
留
め
て
お
き
た
い
歴

史
的
事
実
だ
。（
山
）

編
集
後
記

みなの幸せを求めるとともに、
社会に貢献


